


部長挨拶
kyogoku42

kyogoku42@mma.club.uec.ac.jp

こんにちは.

百萬石をお手にとって頂きましてありがとうございます．

MMA はコンピューター系のサークルです．基本的に，コンピュータで出来ることを手広く手がけています．

もともと MMA とは”Microcomputer Making Association” の略称からきています.

古くからあるサークルだそうで*1もともとはマイコンで遊ぼう，という趣旨のサークルだったそうです．

活動としては，

・共用計算機・ウェブ・メールサーバーの運営 (FreeBSD, OpenBSD, Apache, Postfix)

・ネットワークやプログラミングの勉強会 ・プログラミング大会 (ICPC)への参加

・ウィキシステムの改良・ハック (MoinMoin) ・ネットワークブート環境の実験 (FrreBSD jail + pxeboot + nfs)

・サークル棟ネットワークの管理 (Bind9, pf...) ・IPv6 資源を使った実験 (IPv6グローバルアドレスを持っています)

・部室の電子錠 (kagisys)の開発 ・物品管理システムの開発

・部誌「百萬石」の発行 (この百萬石)

などを行っています．

イベントとしては，夏と冬に合宿も行っています．

夏合宿では，打ち上げに資格の必要な本格的花火打ち上げなども行っています．

調布祭では，年によってジャンクパーツ市や制作物の展示などを行っています．

また，毎年 Nabe会 (OB・OGとの食事会)を行っています．

MMA は，サークル棟 2階 左手奥 208号室に部室を構えています．

普段，昼休みや放課後などは，部室に食べ物やノートブックなどを持ち寄ってだべっています．

部室には、部員が開発した電子錠 (kagisys)が使われており，

おサイフケータイや SUICAを登録すればいつでも誰でも入れるようになっています．

MMA に興味があるかた，部員は年中募集しておりますので，気兼ねなく サークル会館 2階 部室 へどうぞ.

みなさまのお越しをおまちしております！

*1 過去の部誌を見る限りで, 1978 年より前からあったそうですね.
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MMAに入部してみて
mernao

mernao@mma.club.uec.ac.jp

概要
私は 2010年度に入部しましたが、当初 UNIXやネットワークに関しては超初心者でした。そんな私の個人的な主観で、MMAらしい

現象などを 1ページに収まるように書いてみたいと思います。

部室に PCを持ち込むとOSを直される？

まず、OSを直すとはなんぞや？という感じですよね。MMAの計算機では主にFreeBSDを使用しています。そこで FreeBSD

以外の OS のインストールされた PC を部室に持ち込んで放置しているといつの間にか OS が FreeBSD に・・・！ということが

発生するという冗談が部内でよく交わされていました。特に狙われやすい OS はWindows 7 Starter*1です。実は私の買った

NetBookPCにプリインストールされていたのがそれでした。壁紙が変更できないなどの理由で良く馬鹿にされるOSです。し

かし結局私は一応Windowsも使うかもしれないと思い、Ubuntuとのデュアルブートにしてそのままになっています。さて、こ

の事から分かるようにMMAに入部しても自分の PCの OSが直されてしまうような事態は発生しません、安心してください。

ただし、自宅の計算機に FreeBSDを入れる様になった部員は何人かいるようです*2。ちなみにペンギンの OS*3を使っている部

員が多い様です。もちろん林檎でも窓*4でも大丈夫だ問題ない。

何故か自宅サーバを建てる

多分入部した時は新入生で自分でサーバを持っている人はほとんど居なかったと思います。ですがじわりじわりと自宅サーバ

所持者が増えてきている気がします。例によって私もその一人です。自宅サーバ建てたい！と思っている人は余裕があれば挑戦

してみると UNIXやネットワークに関して色々と分かって良いかもしれません。困ったら誰かに相談するのもありです。

突発的端末博覧会

端末とはスマートフォンだったりPDAだったりウルトラモバイルPC(かなり小さめの物)だったりします。ガラケーは含まれ

ません（画面とキーボードが分かれるガラケーは含まれるようです）。何故かMMA部員は大量のガジェットを持っていて、しか

も持ち歩いています。そして数人が端末を机上に広げ始めると皆がこぞって端末を広げて大変な事になります。まるでオレオレ

詐欺に使用された端末を押収されたかのようです。毎回 20台前後の珍しい端末が並びます。一部のMMA部員は諸事情により

IS01を所有しているので大抵 IS01が 5台ぐらい積み上がっていてシュールです。普通 iPhoneが何個も出るんじゃないのかと

思われますが、iPhoneは 2台ぐらいしか出てきません。なんというか流石MMAという感じです。

sunで何かをしている

たまに深夜だったり変な時間に sun(大学の計算機)で MMA 部員が活動をしている事があるようです。w コマンドを sunで

使ってみましょう。大抵大量に emacsというコマンドが並んでますが ssh nestとか、WeAreMMAとかいうコマンドを走らせて

いる人が居たら多分MMA部員です。何らかの拍子*5に急に湧いてくる事があるようです。

実は花火を打ち上げるサークルだった

私も入部した頃は知りませんでしたが、MMAは花火を打ち上げるサークルです。本当です。もちろん免許がないと上げられ

ないような花火です。その証拠に戸棚を漁ると怪しい筒が出てきます。主に夏合宿の時に打ち上げを決行します。真下から眺め

る花火はちょっと怖いですが圧巻です。そして筒を河原に埋める作業がとても大変です。

おことわり

これはあくまでも個人の感想です。実際にどう感じるかには個人差があり、ここに書いた以外にも楽しいことは沢山有ります。

*1 通称、始まっている OS
*2 というか私もその一人ですが
*3 Linuxの事
*4 Mac、Windowsの事
*5 Twitter や Ustreamで意気投合してしまった場合など
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はじめてのUNIX
kyogoku42

kyogoku42@mma.club.uec.ac.jp

概要
UNIXについて，その良さを紹介するとともに，ファイルの仕組みやコマンドの使い方を解説する．

1 はじめてのUNIX

みなさんも UNIXという OSについて聞き覚えはあるとおもう．

ひとくちに UNIX といっても，様々な UNIX 系 OS がある．現在有名なものでは，FreeBSD, OpenBSD, Solaris, Mac OS

X, Linux...などがある．以下，全て単に UNIXと呼ぶことにする．

この記事では，UNIXについて，その良さを紹介するとともに，ファイルの仕組みやコマンドの使い方を解説する．

2 UNIXの良さ

まず，UNIXとはなんだろうか．そして，UNIXの良さはなんだろうか．簡潔にいうと，よい思想と設計をかねそなえている

ことである．これこそが，UNIXの良さでもある．

例を通じ，それを見ていこう．そこから，UNIXがどういうつくりをているのかを見ていき，使い方を学んでゆく．

2.1 例

例えばいま，ブログの記事をダウンロードすることを考える．ブログには，私のハテナダイアリーを用いよう．
まず，ターミナルを立ち上げよう．次のような表示が現れただろう．� �
kyogoku42@kyogoku:~$ _

� �
以下のようなコマンドを入力してみよう．（改行してはいけない）� �
kyogoku42@kyogoku:~$ curl http://generation1991.g.hatena.ne.jp/kyogoku42/archive |

grep -o -e "/kyogoku42/[0-9]*/[0-9]*" | sort | uniq |

xargs -I % wget http://generation1991.g.hatena.ne.jp%

� �
実は，たったこれだけで仕事は終わっている．確かめてみよう．� �
kyogoku42@kyogoku:~$ ls

1267032988 1285676490 1291614183 百万石

1268828094 1285696407 1294377157 背表紙.pdf ...

:

:
� �

2.2 何が起きたか

上で起きたことを，一つ一つ見ていこう．まずは細かいところにこだわらず，おおまかに理解するつもりで読んでほしい．

1. curl http://generation1991.g.hatena.ne.jp/kyogoku42/archiveで，日記一覧のページをダウンロードする．

2. grep -o -e "/kyogoku42/[0-9]*/[0-9]*"は，日記一覧のページから，/kyogoku42/数字/数字という書式に一致する

文字，つまり URLを抜き出す．

3. sort は，得られた URLを，降順（降りていく順番．0→ 9，A→ Z，あ→んの順．）に並び替える．

4. uniq は，URLの重複をなくす．

5. xargs -I % wget http://generation1991.g.hatena.ne.jp% はちょっと厄介である．このコマンドは，受け取った
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URLをひとつひとつ，wget http://generation1991.g.hatena.ne.jp～というコマンドに当てはめていき，実行する．

6. wget http://generation1991.g.hatena.ne.jp/kyogoku42/～/～は，与えられた URLをダウンロードする．

2.3 小さなコマンドを組み合わせ，大きなことをする．

2.3.1 小さなコマンドは良い物である．

UNIX哲学に小さなコマンドを組み合わせ，大きなことをこなすというのがある．確かに，上の例も．ひとつのことをこなす

ために，いくつものコマンドを組み合わせている．

なぜ小さなコマンドを組み合わせ，大きなことをこなすほうが良いのだろうか．それを説明するために，Windows流にまず大

きなソフトウェアを使うことを考えてほしい．

2.3.2 不便な「大きなソフトウェア」

あなたは上のことをするために，ブログトップの URLを渡すと，そのブログの記事の htmlファイルをまとめてダウンロード

するというソフトウェアを見つけてきたとする．

さて，ここで細かな要望が発生した場合を考えてほしい．

* もしブログの記事のうち 2月分と 5月ぶんだけダウンロードしたくなったらどうしよう．

* あるいはもし，各記事ごとに，urlの最後に ?himitsu を付けてダウンロードしたい場合はどうしよう．

大きなソフトウェアを使う場合，その場でお手上げである．あなたは悲しい気持ちになりながら，ダウンロードフォルダをひ

らいて，手作業で 2月と 5月の記事を探すなり，手作業で URL をダウンロードすることになる．記事があまりに多い場合は途

中で疲れてしまい，あなたは息抜きにソリティアをはじめ，デスクの前で 5時間を無駄にすることになる．

2.3.3 柔軟な「小さなコマンド」

小さなコマンドを組み合わせる場合どうなるか．一つ一つのコマンドが行っていることは単純なので，それぞれのコマンドの

動作をかえるだけで柔軟に対応ができる．
例えば 2010年の 2月ぶんと 5月ぶんだけをダウンロードしたいなら，二つ目のコマンドを� �
grep -o -e "/kyogoku42/20100[25][0-9]*/[0-9]*"

� �
と書き換えるだけで良いし，例えば urlの最後に ”?himitsu” を付けてダウンロードしたい場合，最後のコマンドを� �
xargs -I % wget http://generation1991.g.hatena.ne.jp%?himitsu

� �
と書き換えればよい．

あなたはちょっと 5分だけ頭をひねったおかげで一瞬で仕事をこなし，仕事の疲れを癒すために家にかえる．ご飯を食べて風

呂に入った後ノートブックをもってベッドに潜り込み，残った 5時間をのびのびとニトロプラスのゲームについやせるのである．

2.4 UNIXの哲学

ほかにも，UNIXは多くの哲学をもつ．UNIX哲学は多数の細かな哲学に分かれるが，要約すると以下のとおりでる．

* 一つのことを行い、またそれをうまくやるプログラムを書け。

* 協調して動くプログラムを書け。

* 標準入出力を扱うプログラムを書け。

このことは，後々解説する．

3 UNIXの使いかた

3.1 コマンドをつなげる

コマンドの使い方より先に，コマンドのつなげ方を覚えてしまおう．

3.1.1 コマンドはどのようにできているか．

UNIXのコマンドは標準入力・標準出力（そして標準エラー出力）というものをもつ．UNIXのコマンドは，データを標準入

力から受け取り，処理をする．そして処理されたデータを標準出力に出す．そして，もし処理の最中にエラーなどが発生した場
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合，標準エラー出力に出力するのである．このように，UNIXのコマンドはとても簡潔に出来ている．

| はパイプと呼ばれる．これの意味は，前のコマンドの標準出力を，次のコマンドの標準入力につなげろである．つまり，前

のコマンドのデータを次のコマンドに流し込め，という命令である．（ちなみに，これはシェルに対しての命令である．このこと

はあとで述べる．）

3.1.2 実際に使ってみる．
簡単な例を見てみよう．以下のコマンドを打ってほしい．� �
cat /etc/passwd | grep /sbin/nologin

� �

一つ一つ，働きを見てみよう．

* cat というコマンドは引数に渡されたファイル名 /etc/passwd の内容を読み，標準出力に出力している．

* grep というコマンドは引数に渡された文字列 /sbin/nologinに一致する部分を含む行のみ抜き出す．

まとめると，上のコマンドは「パスワードファイルのうち，対話的なログインの禁止されたアカウントの行を抜き出し」て

いる．

■※ ここで，/etc/passwd は UNIX のパスワード一覧ファイルである．ユーザー名，ユーザーの ID(uid)，ユーザーが第一

に属するグループの ID(gid)，ユーザーのフルネーム，ユーザーのシェルなどが記されている．シェルについてはあとで述べる

が，重要なのは，ログイン画面からログイン可能でないユーザー（例えばシステム用に「権限を分けるために用意されたユー

ザー」）のシェルは/sbin/nologinとなっていることである．

3.2 コマンドを使う

今まではコマンドをなんとなく打ってきたと思うが，ここでコマンドいうものがどのように出来ているかを見てみよう．
コマンドは，以下のような書式になっている．� �
プログラム コマンドラインオプション

� �
例をみてみよう．� �
grep -o -e "/kyogoku42/20100[25][0-9]*/[0-9]*"

� �
上の例だと，grep が実行するプログラム，-o -e "/kyogoku42/20100[25][0-9]*/[0-9]*"がコマンドラインオプションで

ある．
他の例をみてみよう．� �
wc -l /etc/passwd

� �
上の例だと，wc が実行するプログラム，-l /etc/passwd がコマンドラインオプションである．ただし，/etc/passwd は対象
となるファイルである．実際には，コマンドは� �
プログラム コマンドラインオプション 対象のファイル名やコンピューター名・アドレスなど

� �
という形式になることが多い．なので，-l のみをコマンドラインオプションと呼ぶ場合もある．
-o や -l のような-で始まるオプションは，より省略して書くことができる．たとえば，以下の二つのコマンドは同じ意味で

ある．� �
cat -e -t /etc/passwd

cat -et /etc/passwd

� �

--help や --version のように -- で始まるオプションは，省略してかけない．よく使われるオプションについては -r・

--recursive のように，フルの表記・略記を用意し，あまり使われないオプションについてはフルの表記のみしか用意しない，

という場合が多い．
コマンドラインオプションがオプションを取る場合もある．
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� �
wget --tries=10 http://www.google.com/

wget --tries 10 http://www.google.com/

� �
述べたとおり，wget というプログラムは与えられたURL をダウンロードするものである．ここで，--tries=10 は，ダウン

ロード失敗した場合に 10回再施行することを意味している．上のように，=を書く場合も書かない場合もある．

なお，コマンドラインオプションがオプションを取る場合，最初の -et の例のように続けて書けない場合がある．

--helpオプション以外には，-v (verbose，冗長) オプションも有名である．大抵のコマンドで（冗長な）動作ログを出力させ

ることができるので，何をしているのか把握するのに便利である．

3.3 コマンドを調べる

コマンドの使い方がわからない場合，の調べ方をおさえておこう．
上の例にもでてきたが， --help と --version は，広く使われている有名なオプションなので，覚えておくと良い．� �
man --help

� �
より詳しい使い方を知りたい場合，man というコマンドがある．（man は manual の略である．）� �
man killall

man 1 printf

� �
� �
NAME

killall -- kill processes by name

SYNOPSIS

killall [-delmsvz] [-help] [-u user] [-t tty] [-c procname] [-SIGNAL] [procname ...]

DESCRIPTION

The killall utility kills processes selected by name, as opposed to the selection by pid ...

� �

NAME が名前，SYNOPSIS が書式，DESCRIPTION が説明を意味している．ここで，SYNOPSIS の [～] は，～ が省略

可能なことを示している．角カッコで囲まれていないものは必須である．

■※ 上の SYNOPSISを見て気づいたと思うが，-help となっている．このように，--で始まらない複数文字のオプションが

あったり，-で始まるオプションをまとめて書けないような行儀の悪いプログラムも存在する．� �
man 1 printf

� �

ここの 1は，第一章の printfを意味している．man page(マニュアルページ)は一般に 8つの章に分かれている．まずは第一

章がコマンド，第三章が C言語のライブラリ関数を意味していることを覚えておけば良い．
以下のようにすると，C言語の関数としての printfのマニュアルを見られる．� �
man 3 printf

� �

3.4 シェル

ところで，いったい上のコマンドは何が処理しているのだろうか．実は，上のコマンドを処理しているのは，シェルというプ

ログラムである．
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3.4.1 コマンド・バイナリ・プログラム

その前に，コマンドやプログラムなど，曖昧にしてきた言葉について述べよう．コマンド (command) とは，上に述べてき

たような命令「文」のことである．それをシェルが解釈し，実際にその命令を処理するプログラムを起動し，コマンドラインオ

プションなどを渡すのである．一般的に，プログラムは 01の二進数 (binary) で構成される．そこで，プログラムのことをバイ

ナリという場合もある．

プログラムやソフトウェア・アプリケーションなどは曖昧な表現である．いろんな捉え方があるが，私は以下のように捉えて

いる．

・バイナリは単一の実行ファイル (バイナリ)それ自身を指す．

・プログラムは，それに加えバイナリが実際に動作するときに必要になるライブラリなどの外部のファイルを含むときがある．

・ソフトウェアやアプリケーションは，ブラウザソフト・ペイントアプリと表現するように，実際になにかを行う際に必要になる

いくつものプログラムをまとめたものを指す．

ただし，コマンドという言葉がプログラムやバイナリを指して使われることはある．以降の文章でも，一部そのような使い方

をしている．

3.4.2 シェルを通る一連の流れ

まず，ユーザーはシェルにコマンドを入力する．シェルは受け取ったコマンドを解釈しプログラムを起動する．プログラムは

処理をし，結果を標準出力に出力する．（あるいは，ファイルに書きこむ）パイプ (|)が書かれていた場合，シェルは標準出力か

ら受け取ったデータを次のコマンドのプログラムの標準入力に流しこむ．最後に標準出力から受け取ったデータを表示する．

■※ ちなみに，実は実際にデータを表示しているのは，ターミナルである．ターミナルは，ユーザーからのキー入力などを受

け付け，シェルの標準入力に流しこむ．あるいは，画面上の文字の選択やスクロールなどの処理をこなす．そして，シェルの標

準出力を受け取り，実際に画面に文字として表示する．

もちろん，ターミナルに文字が渡る前には，OSがキーボードやマウスからの生の入力を受け取り，解釈し，ターミナルに渡

すという処理がある．ターミナルへ出力された文字は，画面を管理する X11(Linux, BSD)や Quartz(mac)などを経由し，実際

の画面に出力されている．こうしてみると，現代のコンピュータがいかに深い階層構造をなして動作しているかがわかる．

3.4.3 シェルの見かた
私の MacBook を例に使おう．デフォルトの bash と呼ばれるシェルでは，起動直後は以下のようになっている．� �
Notebook:~ kyogoku42$

� �

順に見ていこう．

* Notebook は，今いるコンピューターの名前である．これをホスト名と呼ぶ．

* ~ は今いるフォルダである．（自分のホームディレクトリは特別に~と省略する．）UNIXの流儀ではフォルダのことはふつうディ

レクトリと呼ぶ．今いるフォルダのことは，カレントディレクトリ（現在のディレクトリ）とかワーキングディレクトリとか呼

ぶ．

* kyogoku42 とは，私のユーザー名である．今から打つコマンドがどのユーザーとして実行されるかは重要である．

最後に，さりげないけど重要なこと．

* $（もしくは %）は，コマンドが一般ユーザーの権限で動いていることを示す．管理者 (root)の権限で動いている場合，ふつう

#と表示される．

簡潔に言えば，誰が（どのユーザーの権限で）・どこで（どのフォルダを起点に）・なにを（何のプログラムを）が表示されて

いるのである．

4 おわりに

いかがであったろうか．UNIXの良さについて，なんとなく伝われば，あるいは UNIXを使ってみたいという気持ちになって

いただければ幸いである．

MMAでは，新入生向けに講習会を考えている．実際のコマンドやシェルについては，そちらで教える予定である．出だしか

ら美味しい思いをしたい人には，ぜひ来ていただけると嬉しいと思う．
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MoinMoinのプラグインを作ってみたよ
renda

renda@mma.club.uec.ac.jp

概要
MMAで掲示板が必要になったので作った話です。*1

1 全ての始まり

ある日のこと、「メーリングリストよりも手軽な成果報告場所が欲しいなぁ」と言っていたら「掲示板なんてどうでしょう」と

いう提案がありました。そこで、掲示板スクリプトを求めて探し回るのも面倒だったので作ることにしました。掲示板は Perlで

CGIスクリプトを作るときの入門編でよく扱われるように*2、作るだけなら簡単なので Perlでちょっと書いて終わらせるつもり

だったのですが・・・

「内部のみが見れるのと外部からも見れるのを分離したい」

という条件がついていたため、セッション管理をする必要がでてきて悩む事になってしまいました。そんな話をちょっとしてい

たところ、

「もいんもいんのぷらぐいんでじっそうすればいいじゃない」

という言葉が聞こえてしまったのでその方向で作り始めてしまったわけです。ちなみに、「もいんもいん」とはMMAで使われ

ている wikiシステムであるMoinMoinのことで、Pythonで書かれています。

2 こんな実装絶対におかしいよ

さて、こう書くともちろん Pythonで MoinMoinのプラグインとして掲示板全体を実装するかのようですが現実はまったく

違いました。まず、本人が Python読み書きできません。さらには、もう既に書き始めていた Perlのクラスも存在しています。

MoinMoinのプラグインは Pythonで書かなければいけないので、誰もが選択肢は次の二つだと信じていました。� MoinMoinを諦めてセッション管理をPerlで作る� Perl部分を諦めて全部 Pythonで作り直す

で、この選択肢を全て投げ捨て斜め上を行く方法で作る事にしました。� MoinMoinのプラグインから Perlを呼び出して標準入出力を使ってやりとりする

この方法ならば最低限 Pythonでの外部プログラムの走らせ方が分かれば動かせます。

3 とりあえずよんでみよう

3.1 読んでみよう

とりあえず他のプラグインを読んでどんな構造になっているかを調べてみます。「ページに挿入して表示される」ものをmacro

と呼びます。MoinMoinにデフォルトであるmacroを参考に、ぶっつけで書き始めます。そもそも Python自体にも触ったこと

が無いのでコメントのようでコメントじゃない行*3に悩まされたりもしましたが、とりあえず macroを使って wikiのページ内

に Hello,Macroと表示するだけのマクロを作りました。MoinMoinのマクロは macro という文字列で始まる関数を持つファイ

ルで、plugin/macroディレクトリに入っています。この関数は最初に macroオブジェクト、その後に任意の個数の引数をとる

もので、出力は、既存の macroを読むと、だいたい formatter.rawHTMLか formatter.escapedTextあたりに投げ込んだ結果

を returnしているように見えます。というわけでこんなコードが完成しました。

*1 タイトルと概要が大きく食い違っている気がするのは多分気のせいです。
*2 セキュリティを気にすると突然ハイレベルになります
*3 Python はスクリプトの最初にエンコーディングを表すコメントがあるらしい
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bbs.py� �
# -*- coding: utf-8 -*-

##utf-8でかいてあるよ

import os

import glob

from MoinMoin.Page import Page

def macro_bbs(macro,argument=u’’):

formatter = macro.formatter

return formatter.escapedText(’Hello, macro!’)

� �
全く bbs 機能が完成していないのに macro bbs としたのは、ここを軸に改造していくためです。これを plugin/macro/bbs.py

として保存しました。

3.2 呼んでみよう

MoinMoinのページ内でmacroを呼ぶためには

<<MacroName(Arguments)>>

こんなふうに記述します。引数を使う予定なのでとりあえず<<bbs(0)>>としておきます。引数は複数同時に取ることができるの

で、これを使って任意のスレッド IDおよびレス番号を指定して wiki内部のどこにでも貼りつけられるようにすることを目標に

します。

4 いざmacro実装

4.1 Perlサイド

さて、こんな奇妙な構造なので一般的な Perl-CGIスクリプトとは全く別のアプローチになります。まず、全ての入力は標準

入力から来ることを前提*4に、改行区切りで受け取ることにします。読み込み側に必要な情報は次の通りです。� MoinMoinのログインユーザー名� MoinMoinのユーザーのタイムゾーン、表示形式� 書込み先スレッド ID� 読み込み元ページ名� レス番号
Perl側では何も考えずに<STDIN>から配列に吸い込んで、順番に shiftしていけば問題ありません。一方出力は標準出力に書き

込む事になりますが、formatter で rawHTML としてやれば生の HTML として出力できます。なので、スクリプト側からは

HTMLをガンガン書きだす事になります。

4.2 Pythonサイド

問題はこっちです。まず外部プログラムを呼び出す方法、STDINに書きこむ方法、STDOUTを読み出す方法を調べないと話

になりません。調べてみると、Popenという丁度よさそうな物が見つかった [1]ので使ってみます。

*4 例外があったことにこの時はまだ気づいていなかったのである。後述。
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bbs.py� �
from subprocess import Popen,PIPE,STDOUT

def macro_bbs(macro,threadid=u’0’,res=u’1-1000’):

(中略)

sendstr = u’\n’.join([ごたごた])

perl = Popen("read.pl",stdin=PIPE,stdout=PIPE,stderr=STDOUT)

perlret = perl.communicate(sendstr)[0]

perlret = perlret.decode(’utf-8’)

return formatter.rawHTML(perlret)

� �
当初、decode(’utf-8’)を付けなかったせいで大変な事になったりしましたがひとまず動いて安心。ユーザー名やページ名の取得

などはMoinMoinの Pluginサンプル [2]を読むと丁度書いてあったのでそれを持ってきました。ごたごた、の部分には Perlに

渡してやるべきデータを文字列の配列で並べておきます。配列の最後に空文字列を追加して、joinすると改行区切りのデータが

完成し、perl.communicateで流しこんでいます。*5適当なログデータを作って動くかどうか検証、大丈夫だったので書き込みス

クリプトを作ることにしました。

5 書き込みの方法

普通の Perl-CGIでは、formから POSTして actionに設定された cgiファイルが受け取り処理することになります。しかし、

今回はもちろん特定のファイルに処理させることができない*6ので、MoinMoinの actionスクリプトとして実装することになり

ました。actionスクリプトは、

http://example.com/moin.cgi/page?action=なんたら

という URLでアクセスすると動作するスクリプトで、plugin/action以下に配置されています。actionは macroとは少々書き

方が異なっていて、execute関数を持っていて、指定された pagename,request以外の引数を取ることができません。actionに

引数を渡すためには postや getを使うことができます。書き込みでは postを使って受け取ることにしました。

5.1 Pythonサイド

今回はこっちから。名前は bbswrite.pyになりました。この名前がそのままaction=になるので、書き込みフォームにはhidden

で action=bbswriteを仕込んでおきます。

*5 これ encode してない・・・データ的に日本語が来ないから大丈夫なのか？
*6 今から考えるとできない事は無い
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bbswrite.py� �
# -*- coding: utf-8 -*-

import os

import glob

from MoinMoin import wikiutil

from MoinMoin.Page import Page

from subprocess import Popen,PIPE,STDOUT

def execute(pagename,request):

page = Page(request,pagename)

(中略)

name = request.form.get(u’name’,u’’).replace("\n","") 等 input多数

body = request.form.get(u’body’,u’’)

body = body.replace("\r\n","\r").replace("\r","\n").replace("\n","\a")

sendstr = u’\n’.join([ごたごた])

perl = Popen("write.pl",stdin=PIPE,stdout=PIPE,stderr=STDOUT)

perlret = perl.communicate(sendstr.encode(’utf-8’))[0]

request.theme.add_msg(perlret.decode(’utf-8’),’Note’)

page.send_page()

� �
ここでポイントなのはレス本文中の改行コードを何らかの文字に置き換えてやる必要があるということです。そうしないと Perl

側で受け取ったときに残念な事になります。ここでは普通は出てこないであろうベル文字に置き換えました。*7

5.2 Perlサイド

<STDIN>から配列に読み込んで shiftするだけの簡単な作業です。ベル文字になっている改行コードを戻し、CGI::escapeHTML

に投げ込んで、改行コードを<br>に置き換えたら入力データの完成です。これを事前に作っておいたモジュール部分に渡して終

了・・・ならば良かったのですが、ふと思い立った。

「IPアドレスどうしよう」

書き込み元 IPアドレスを記録するためには MoinMoinから持ってくる必要がある気がします。しかし、Perlに引き継がれてい

るのは STDINだけではなかった。

「環境変数って取れるんじゃないかな」

ちょっと実験してみたところ完全に取れていたのでそのままREMOTE ADDRの値を利用させて頂くことにしました。*8

6 スレッド表示用URL

最後の壁です。

http://example.com/moin.cgi/bbs?action=bbsread&id=1&res=3-5

こんな URLでアクセスしたいわけです。書き込みと同様に actionを使って実装します。

6.1 Pythonサイド

概ね書き込み用 actionと同じようになりますが、データを GETで取得するのでその部分の処理が異なります。

*7 最初は<br>に置き換えていたが本当に<br>と書きたい時に困るのでやめた
*8 実際はリバースプロキシの処理があるのでもうちょっと複雑
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bbsread.py� �
def execute(pagename,request)

(中略)

page = Page(request,pagename)

threadid = request.values.get(’id’,’0’).replace("\n","") その他多数

sendstr = u’\n’.join([ごたごた])

perl = Popen("read.pl",stdin=PIPE,stdout=PIPE,stderr=STDOUT)

perlret = perl.communicate(sendstr.encode(’utf-8’))[0]

perlret = perlret.decode(’utf-8’)

output = perlret.split(’\n’,1)

request.theme.send_title(output[0],page=page)

request.write(output[1]);

request.theme.send_footer(pagename)

request.theme.send_closing_html()

� �
actionでページ全体を出力する場合は、theme に対しての指示も全て actionが出すことになります。theme は各ページ間で共

通のヘッダーやフッターなどを出力する命令、ページタイトルを出力するような命令を持って出力を制御しています。Perlの出

力の 1行目をタイトルとして、最初の改行で 2つに splitし、タイトルと本文に分割して出力しています。例によって decodeを

しておかないと日本語を表示した瞬間に例外が飛んでしまいます。

6.2 Perlサイド

Popenのファイル名をよくみると察しがつくかもしれませんが、macroの裏で動くスクリプト read.plを流用します。bbs.py

から呼ばれたのか bbsread.pyから呼ばれたのかを判別するためのデータを流しておき、途中で処理を分岐して若干の変更を行

います。具体的には、Python側の実装に合わせて 1行目にタイトルを出力するようにする、レス範囲を取得する*9、等です。面

倒なように見えますが read.plを使い回したのは手抜きのためです。今後も修正の手間が減るでしょう。

7 完成した、ような・・・

こうしてわけのわからない方式となって完成した掲示板はmmawikiに実装されて今に至ります。ついこの前まで致命的なバ

グがありましたが、スキーに行って気分転換したところ現地で原因が判明、fixすることができました。

参考文献

[1] Python ライブラリリファレンス

6.8.1 subprocess モジュールを使う

URL: http://www.python.jp/doc/2.4/lib/node229.html

[2] MoinMoin (1.9) - extensions and adaptations

URL: http://moinmo.in/MoinAPI/Examples

*9 bbs.pyには res=なんたらに対応する物がありません
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sshと学内無線を駆使したVPN(追記版)
wakisaka

wakisaka@mma.club.uec.ac.jp

概要
サークル棟と西 9を結ぶ学内最長 (推定)*1の VPNを作った記録です。

1 VPNとは

VPNとは Virtual Private Networkの略で、大雑把に説明するとネットワークの中にネットワークを通す技術です。この技

術を使用することにより、複数のローカルネットワークを接続して一つのネットワークのように扱ったり、信頼できないネット

ワークで安全にデータを通すことができます。sawada君の解説している*2筑波大 IPv6実験もこの VPN技術を利用することで

面倒な手続き無しに、VPNクライアントを入れるだけで IPv6を扱える環境を実現しています。

2 なぜVPNが必要になったか

さて、学内には学内無線 LANが各教室に届いており、サークル棟にあるサーバに接続するだけならば学内無線LANを通して

sshすれば接続することが出来ます。しかし、MMAの端末は先日全てネットワークを利用して起動するシンクライアント化が

完了しており、このままでは利用することが出来ません。*3かといってサークル棟のサーバを動かすわけにもいかないので、「物

理的に持っていけないなら論理的に持っていけばいいじゃない」という発想のもとサークル棟-西 9間の VPNを構築することに

なりました。

3 実験 1 とりあえずVPNを作ってみよう

とりあえずつくってみます。今回は Unix系なら必ずと言っていいほど入っていてお手軽な sshを使ってみました。sshdの設

定で PermitTunnelを yesに設定、クライアント側が ssh -w0:0などとすると VPNを作れるということなので、試しに自宅と

MMA側ゲートウェイ予定地の間にVPNを作ってみました。sshにおけるトンネルには 2種類あり、上層部だけを転送するモー

ドと完全にケーブルのような挙動をするモードがあります。今回は後者を。� �
home# ssh -w0:1 -oTunnel=ethernet -v mmagw

なんかいろいろデバッグメッセージが出てくる

mmagw# ifconfig tap1 192.168.14.1 netmask 255.255.255.0

home# ifconfig tap0 192.168.14.2 netmask 255.255.255.0

� �

これだけです。pingするとしっかり通信していることが分かります。ただ、これでは別々のネットワークなので実用に移すため

にはもう少々工夫が必要です。

4 実験 2 ブリッジしてみよう

次に、2つ以上のネットワークを 1つにまとめる「ネットワークブリッジ」の設定をしてみます。これがうまくいくと、MMA

内部の LANを VPN経由で遠隔地に飛ばすことができます。ネットワークブリッジは複数個のネットワークデバイスを指定する

*1 編注: 当時
*2 編注: 2010 年秋号
*3 ネットワークブートには通常、有線 LANと DHCP,tftp,nfsのサーバが必要です。
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だけで簡単に作れます。*4さすがに家のサーバにMMAのネットワークが飛んでくるとまずいので部室にノートPCを持ち込ん

で実験します。� �
note# ssh -w0:1 -oTunnel=ethernet -v mmagw

mmagw# ifconfig bridge create

bridge0

mmagw# ifconfig bridge0 addm vlan0 addm tap1 up

� �

これで実験したところ、IPv4のアドレスが飛んでこなかったのでおかしいとは思いつつ、IPv6のアドレスは取れていたのでま

あよしとしました。ここで指定している vlan0はMMAで使っている仮想ネットワークデバイスです。1つのネットワークを擬

似的にいくつかのセグメントに分割するために vlanを導入しています。ちなみに、vlan0はMMA内部の有線 LAN用セグメン

トなので、VPNには乗せずに無線 LAN用のセグメントを VPNで飛ばす予定でした。この時はあくまでテストのつもりだった

のですが・・・*5

5 実験 3 ブリッジ経由でDHCPを使ってみよう

さて、うまくブリッジが動いたように見えたのでとりあえず西 9に持っていくためのゲートウェイ (以下 w9gw)を作ります。

MMAで使っているHPのシンクライアントは 2GBのフラッシュを積んでいるので自力で起動可能です。このシンクライアント

は 4台あるので 1台をゲートウェイとして供出しました。無線 LANも搭載しているので学内無線に接続することも可能ともっ

てこいの性能です。フラッシュメモリに FreeBSDをインストールし、無線を稼働させ*6、なんとか学内無線に接続させることに

成功しました。同じ部屋にあるのに学内無線経由で接続するのはなんだか残念な気分になりますが実験なので仕方ない。今回は

実運用と同じ構成の vlan1をブリッジしました。� �
w9gw# ssh -w0:1 -oTunnel=ethernet -v mmagw

mmagw# ifconfig bridge create

bridge0

mmagw# ifconfig bridge0 addm vlan1 addm tap1 up

w9gw# dhclient tap0

w9gw# ifconfig tap0

inet 192.168.11.xxx netmask 0xffffff00 broadcast 192.168.11.255
� �
ちょっとした事故*7の後、無事に MMA内部の IPを取得することができました。これは同時にトンネルとブリッジを経由して

DHCPサーバーへの接続に成功したことを意味し、ネットワークブートに一歩近づきました。

6 本運用に向けて

本運用ではこの端末を西 9に持っていった上でハブを繋ぎ、そこに端末と無線 APを繋ぐことでネットワークブートとMMA

の無線ネットワークを実現する予定でした。しかし、完成を目前に大きな壁が立ちはだかることになりました。� 無線 LAN用セグメントからはネットワークブートができない� nfsサーバのある有線 LAN用セグメントはセキュリティ面で現地の無線に載せたくない� かといって nfsがないとネットワークブートはできない

*4 FreeBSDの場合。
*5 vlan1 の無線 LAN用セグメントだと sshの接続用に使ってしまっていたのでブリッジのおかげでつなげているのか分からず、テストにならないのです。
*6 無線稼働までに壮絶な戦いがあったことは言うまでもありません。
*7 w9gw側の tap0 を upし忘れていたなんて言えない
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本来なら諦めて有線 LAN用セグメントを飛ばしてしまいたくなるこの状況ですが、全てを一挙に解決できる画期的な方法が出

てきました。

vlan両方飛ばしちゃえばいいじゃない

vlanタグは現地にもインテリジェントスイッチを置いて外し、mmagwと w9gwの間は生の vlanを流せば現地でセグメントを

分けることができます。じゃあmmagwの vlanじゃない物理デバイスと tapをブリッジングすれば・・・と思ったのですが、思わ

ぬ落とし穴。なんと、学内ネットワークも同じ物理デバイスを共有するvlanだったのです。*8

学内ネットワーク用の vlanまで tapデバイスに飛んでしまうと、tapデバイスの通信は学内ネットワーク用の vlanを通すので、

無限ループとパケットの増殖を起こして最悪学内ルータを止めてしまいます。*9なので、物理デバイスを直接指定する方法は使え

ません。

使える物理デバイスがないなら増やせばいいじゃない

ということで、mmagwの繋がっているインテリジェントスイッチにMMA内部の無線、有線 LANのセグメント 2つのみを流

すポートを作り、それを mmagwの余っているネットワークカード*10に繋ぐことでMMAのセグメント 2つの通信のみを拾う

ネットワークデバイスが完成しました。このネットワークデバイスと tapデバイスをブリッジすることで、めでたく西 9に学内

以外の vlanを VPNで送ることができます。あとは、w9gwで tapデバイスと自身の有線カードをブリッジしてインテリジェン

トスイッチに流しこめば無事に現地でネットワークブートもでき、無線 APからは nfsに繋げない環境が作れるでしょう。

7 最後に

端末のネットワークブートが成功したかはこの記事には書けません。この計画の結末はぜひ調布祭当日に皆さんの目でご確認

ください。

*8 こんな設定にしたのは誰かというとそれは私です
*9 その前に MMA側のネットワークが落ちるとは思いますが。

*10 蟹さんのオンボード LAN
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8 後日談

と、ここまでが調布祭版の本編で、ここからはおまけの追記部分です。

結局実際のネットワーク構造はこんなことになってしまいました。

まず最初、1日目の構造です。準備日に動作実験をしたところ、あまり速度が出なかったので 1日目は無線 LANセグメントを飛

ばす必要はないと判断して完全に切り捨てました。また、LANケーブルの長さの関係で展示用の 1台は別のゲートウェイを通し

てつながっています。この日の実験でネットワークブートには成功しましたが、速度があまりにもひどかったので実験的に圧縮

オプションを指定したところ、若干マシな速度で使用できるようにはなりました。

2日目,3日目の構造です。みんな大好き IS01を使えるようにやっぱり無線 LANセグメントを飛ばすことにしました。*11最終形

態の図と違っているのは西 9 側のゲートウェイが 2 つに分かれていることです。インテリジェントスイッチを使う方式にしな

かったのは単に設定するのが面倒だったからですが、思わぬ利点としてゲートウェイが分散したので学内-ゲートウェイ間のネッ

*11 学内無線ではプロキシを設定できない IS01 は通信不能。MMAの無線 LANセグメントには透過的プロキシが設定されています。詳しくは 2010 年秋号
の ytoku さんの記事で
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トワークの負荷が下がる効果も得ることができました。

9 VPNの調布祭以外での利用

調布祭の後の部会から、この技術を再利用した移動式 MMA無線 LANアクセスポイントが誕生しました。これで一切の設定

を変更することなくMMAのネットワークを部会を行う教室でも使えるようになります。構造は 2,3日目の部分から無線 LAN

部分だけを切り出した形になっています。最近では全自動 VPN構築スクリプトを完成させ、キーを打つ必要があるのは sshの

実行と秘密鍵のパスフレーズのみとなりました。今回の成果として、以下に VPN構築スクリプトと sshの設定を掲載しておき

ます。

サーバー側 connectvpn.sh� �
#!/bin/tcsh

ifconfig tap0 up

ifconfig bridge0 create

ifconfig bridge0 addm vlan1 addm tap0 up

#vlan1は無線 LANセグメント。
� �

サーバー側 authorized keys� �
tunnel="0",command="/root/connectvpn.sh" (rsa公開鍵)

� �
クライアント側 connectvpn.sh� �

#!/bin/bash

#Fedora用

brctl addbr br0

brctl addif br0 tap0

brctl addif br0 eth1

ifconfig tap0 up

ifconfig eth1 up

ifconfig br0 up

dhclient br0� �
クライアント側.ssh/config� �

Host vpn

HostName rise.mma.club.uec.ac.jp

User root

IdentityFile ~/.ssh/id_rsa_rise

Tunnel ethernet

TunnelDevice 0

Compression yes

LocalCommand /root/connectvpn.sh &

PermitLocalCommand yes

ServerAliveInterval 60

LogLevel VERBOSE

� �
これで ssh vpnと打つだけで幸せになれます。
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bcで計算してみる
clear

clear@mma.club.uec.ac.jp

概要
bcは任意精度の演算ができる言語です。高性能な電卓として使うことができます。レポート作成に役立つかもしれません。*1ここでは

bcの基本的な使い方を解説します。

1 方言

bc には大別して 2 つの種類 (方言) があります。一つは

POSIX の標準によるもの、もう一つは GNU によるもので

す。*2後者は前者に比べて様々な拡張が施されています。Unix

系の環境*3ならだいたい使えると思います。また、GNU bcは

Windowsにも移植されているようです。

2 電卓として使う

2.1 基本

bcコマンドを実行すると、すぐに入力待ち状態となります。

数式を入力すると計算結果が表示されます。bcでは入力を促

す表示は特にされませんが、このままでは入出力の区別が付

き辛いので本稿では入力行の先頭に>を付けて示します。実際

にコマンドを実行する際はこの>は表示されませんし、入力す

る必要はありません (むしろしないでください)。� �
>3+4

7

>2^100

1267650600228229401496703205376
� �
加減乗除 (+-*/)やべき乗 (^)、剰余 (%)などが使えます。2100

のような計算もできます。

2.2 scale

円周率 π の近似値、355/113を計算してみます。� �
>355/113

3� �
割りきれました。こんな電卓で大丈夫でしょうか……というの

は冗談で、これは bcにあらかじめ用意されている変数 scale

の値がはじめは 0 となっているためです。scaleは小数点以

下の桁数を表し、これを書き換えることで桁数を変更します。

� �
>scale=10

>355/113

3.1415929203
� �
小数点以下 10桁まで求められていますね。scaleをもっと大

きい値にしようかとも思いましたが、出力例を示すには紙面

が狭すぎるのでやめておきます。

2.3 変数

計算結果等の値を変数に保存しておいて、後で用いること

ができます。POSIX bcでは変数名には小文字のアルファベッ

ト 1 文字が使えます (つまり最大 26 個)。GNU bc では小文

字で始まり、数字やアンダーバーを含む変数名を使うことが

できます。� �
>n=42

>n+1

43
� �

2.4 ライブラリ関数

-lオプションをつけて bcを実行することで、あらかじめ用

意されている数学関数を使うことができます。sin xは s(x)、

cosxは c(x)、lnxは l(x)です。とりあえずこれぐらい覚え

ておけば問題ないでしょう。角度はラジアンです。また、-l

オプションをつけると自動的に scale = 20に設定されます。� �
>p=355/113

>s(p/2)

.99999999999999110460

>c(p/4)

.70710673402885418596

>l(2.71828)

.99999932734728200315
� �
だいたい 1とか 1/

√
2とかになっていますね。

*1 筆者は基礎科学実験 Aのレポート作成の際に使いました
*2 歴史的には bcは dcという別の言語 (逆ポーランド記法を用いる) で実装されていたのに対し、GNU bc は dcとは全く独立しています
*3 大学の計算機 (Solaris)とか、入部すれば MMAの計算機 (FreeBSD) とか
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3 もう少しだけ使う

これまで書いた内容だけでも電卓として十分使えると思わ

れますが、折角なのでもう少し使ってみましょう。

3.1 ibase, obase

scale のような特別な変数として、ibase、obase があり

ます。それぞれ入力の基数、出力の基数を表していて、これら

の値を書き換えることで入力、出力の基数を変更することが

できます。値の範囲はそれぞれ以下のようになっています。

2 ≤ ibase ≤ 16

2 ≤ obase ≤ BC BASE MAX

BC BASE MAX はあまり気にする必要はないでしょう。注意す

べき点は、ibaseは基本的に全ての入力に影響する*4ことと、

11 から 16 進数を入力する際は大文字を使う*5ことの 2 つで

す。では、試しに 8進数を 2進数にしてみます。� �
>obase=2

>ibase=8

>755

111101101

>644

110100100
� �

3.2 One-liner

数式をパイプで渡してやれば非対話的に使えます。セミコ

ロンで複数の文を続けると連続して実行されます。� �
> echo "scale=6; 4/3" | bc

1.333333
� �
コマンドを叩いて作業をしているときや、シェルスクリプト

の中などで簡単な計算をしたくなったときに便利かもしれま

せん。

3.3 スクリプト

bcのプログラムを書いてそれを実行させることができます。

文法はだいたい C 言語に似ているので、ある程度 C 言語を

知っている人ならば、それほど違和感なく書けるでしょう。

例として、
(

n

m

)

を計算するプログラムを書いて実行します。

combination.bc� �
/* nCm */

define c(n,m) {

auto s,i

if (m > n / 2) {

m = n - m

}

s = 1

for (i = 0; i < m; ++i) {

s *= n--

}

while (m) {

s /= m--

}

return (s)

}

c(12,5) /* 呼び出しの例 */

c(7,3)

quit /* おわり */

� �
defineで関数を定義します。先頭で auto 変数 1[, 変数

2,...] とするとその関数内でのみ有効な変数を使えます。

また、上記のリストにあるように C 言語のような if, for,

whileなどが使えます。ただし ifに対する elseは無く、ま

た returnの括弧は必要です。*6

実行する際は、ファイル名をコマンドラインで指定しま

す。*7以下は GNU bcで実行した際の結果です。バージョン表

示を抑制するため-qオプションを指定しています。� �
> bc -q combination.bc

792

35
� �

4 おわりに

他にも紹介していない機能が色々あります。詳しくは bc(1)

などを参照してください。

参考文献

[1] http://www.gnu.org/software/bc/manual/

html mono/bc.html

*4 例えば ibase = 2としたあと obase を設定する場合、2進数で指定しなければなりません。筆者はこれでしばらく頭を抱えました
*5 小文字は変数名として解釈されます
*6 GNU bcでは拡張により else節を書くことができ、return の括弧も省略できます
*7 対話的にプログラムを打ち込んでいくこともできますが、ファイルに保存しておいた方が色々と便利でしょう

18



Ruby入門
Aru

aru@mma.club.uec.ac.jp

概要
日本人が作ったスクリプト言語、Ruby。作者が某 T大学出身だからだろうか電通大内でこの言語を扱える人はほとんどいない。そこ

で、布教活動の一環として Ruby入門を作ってみた。

1 基本中の基本編

1.1 いつものアレ

毎度お馴染み、Hello,world!と表示するだけの簡単なプログ

ラムです。� �
print("Hello,world!\n")

� �
ファイル名を hworld.rbとして保存しましょう。シェル上で

ruby hworld.rbとやるだけで実行できます。

1.2 文字列の足し算
� �
STR="Hello"

print(STR+",world!\n")

� �
結果はさっきと同じになるはずです。Rubyでは文字列を足し

算すると演算子の前にあるものと後ろにあるものが連結され

ます。

1.3 式を出力する
� �
n=125

print("nの値は#{n}\n")

� �
このように、ダブルクオーテーションの中では#{}で式を囲む

とその結果が出力されます。

2 基本編

2.1 条件分岐
� �
a=1

if a==1 then

print("aの値は 1です。\n")

else

print("aの値は 1ではありません。\n")

end� �
C言語のように{}を使わないことに注目してください。

ruby では if[条件]then[真の場合の処理]else[偽の場合の

処理]endというように書きます。

ちょっとVBに似てますね…

2.2 配列

� �
we=[10,15,20]

are=[[25,30,35],[40,45,50],[55,60,65]]

mma=[["orange",150],["apple",100],["pine",120]]

print("#{we[1]}\n")

print("#{are[0][2]}\n")

print("#{mma[1]}\n")

� �
結果は次のようになるでしょう。� �
15

35

apple100

� �
Rubyにおける配列の初期化は []で括り、カンマ区切りで行

うことによりできます。

また、C 言語等と違い一つの配列に違う型を入れることも出

来ます。

2.3 関数

� �
def hello()

print("Hello,World!\n")

end

hello()
� �
Rubyでは関数の定義を def 関数 (引数)～endの間で定義し

ます。

このコードでは、Hello,World!と出力する関数 helloを定義

し、呼び出しています。
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3 繰り返し処理

3.1 簡単な繰り返し処理

まずは C 言語で簡単な反復処理のプログラムコードを載せ

ます。（C言語がわからない人は飛ばしてください）� �
#include <stdio.h>

int main(void) {

int i;

for (i = 1; i <= 10; i++) {

printf("%d\n",i);

}

return 0;

}
� �
i に 1,2,3,...,10と代入していって代入したあとに i の値を表

示する簡単なプログラムです。

Rubyだと少し書き方が変わります。同様のものをRubyで書

くと以下のようになります。

� �
(1..10).each{|i|

print("#{i}\n")

}
� �
Rubyにも forというものはあるのですが、個人的には each

メソッドというものを使うことをおすすめしてます。

ドットふたつは日本語で言うところの「から」を表していると

考えてください。

要するに、「1 から 10までそれぞれ i に代入して、それを出

力しろ」というコードです。

3.2 配列の繰り返し処理

さきほど forよりも eachメソッドを使ったほうがいいと述

べましたが、それの説明をするために配列の繰り返し処理に

ついて触れます。まずは次の C言語のコードをご覧ください。

� �
#include <stdio.h>

int main(void) {

int i;

float shosu[6]={0.123,0.223,

3.141,2.71,1.41,1.71};

for (i = 0; i < 6; i++) {

printf("%f\n",shosu[i]);

}

}
� �
少数の配列から一つずつ出力して改行するだけのプログラム

です。これを Rubyで書くとわざわざ iという変数を使わなく

ても同様の処理ができます。� �
shosu=[0.123,0.223,3.141,2.71,1.41,1.71]

shosu.each{|f|

print("#{f}\n")

}
� �
挙動としては配列 shosuの要素を一つずつ fという変数に代

入し、fの内容を出力するといったものです。これは基本的に

eachメソッドを使用し、forは使用しません。ですから、統

一性を保つために forは一切使わないことをおすすめします。

4 最後に

Rubyの魅力の 1%も紹介できてませんが、「入門」という

冠や紙面や時間（今この部分を書いているのは締切りギリギ

リの時間だったりします）の都合上ここまでしか今回は触れ

ることができませんでした。今回は新入生向けでもあるので

一つ情報をあげると、後期にやるであろう「基礎プログラミ

ング演習」という授業は大体ここまでの内容+α の内容を C

言語でやります。言語は違いますが、この内容を頭に入れてお

くと少なくとも前半で苦労することはないと思いますので是

非この機会にプログラミングをはじめてみてください。とい

うより、今からある程度プログラミングを経験しておかない

と結構苦労すると思います…プログラミングに興味が湧いた

ら是非MMA への入部を検討してください。先輩たちが一か

ら優しく教えてくれるはずです。
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R言語って何？
hayakawa

hayakawa@mma.club.uec.ac.jp

概要
世の中には多くのプログラミング言語がある。例をあげるなら、A言語、B言語、C言語、D言語、E 言語、F言語、G 言語、H言

語、I言語、J言語、K言語、L 言語、M言語、P 言語、Q言語、R言語、S言語、T言語、U言語、V言語、Z 言語、などがある。

今回は、R言語を扱います。すみません、少し遊びました。

1 R言語って何

Rは数値計算を得意としていて、統計処理とグラフの出力に特化した言語・環境です。統計処理を行うためにパッケージ集を

使う事ができる環境と言っても良いだろう。文法は、AT&Tベル研究所が開発した S言語を参考にして実装されており、データ

処理部分に関しては、Scheme の影響を受けている。R はインタプリタな言語であるため、速度が充分に出ないことがあるが、

パッケージの開発は、C言語を用いているため高速な計算処理を行うことができ、ループ処理を極力書かない工夫をしたり、並

列処理のパッケージを使う事が実行の高速化をする事ができる。また、統計処理を勉強するためや、パッケージのテストをする

ためのテスト用のデータを使うことができるようになっている。データの入力から処理、出力までを一貫した環境で実行するこ

とができる。

2 Rの文法

R言語は、文法が容易であるので他の言語に比べて、短い時間で取得できると感じる。私自身がプログラミングが得意では無

いにも関わらず、文法という点に関して大きな苦労を感じた事は少ない。ここからは憶測になるのだが、R言語は統計処理を行

う人のために実装されたものであるので、アプリケーションを開発しないような人たちにも、使うことができるようになってい

るのでは無いかと思う。

特徴的な記述としては、= のかわりに　<-を使うことであろう。また、->を使うことが出来るが、これを使って書かれたコード

を見ない。理由は容易に想像できるだろう。実際には、=を使う事もできるが、これも見かけないので、使わない方が好ましい

だろう。

3 実行例

基本統計量の計算方法を示そう。ここで、計算している統計量は紹介のために実行しているので、一部統計的に意味の無い計

算をしていることを承知してください。また、各統計量についての説明は、割愛させていただきます。

data(cars) #サンプルデータを読み込む

mean(cars) # 平均

median(cars) # 中央値

sum(cars) # 総和

sd(cars) # 標準偏差

cov(cars) # 共分散

cor(cars) # 相関係数

var(cars) # 不偏分散

統計量の計算のために必要な関数が予め組み込まれているので、容易に利用することができる。

plot(cars) #グラフのプロット

たったこれだけのコードでグラフを出力することができる。このように、R言語では煩雑なコードの記述をする必要がなく、各

人の望みを叶えてくれる。出力したグラフは次のようなものである。
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4 R言語を使うメリット

数多くある言語の中、どうして R言語を使うのだろうか。一般的に、統計解析に特化したソフトウェアは非常に高価なものば

かりである。何十万円するものから何百万円であるので、多くの初期投資を必要とする。しかしながら R言語は GNUプロジェ

クトであるため、オープンソースであるというメリットがある。そのため、R言語は集合知によって支えられ、持続可能な発展

をすることができる。また、パッケージの開発者の多くは、統計学のプロフェッショナルな方なので、高い信頼性を持って使用す

ることができる。必要に応じて、自分自身でパッケージを作成することもできる。さらに、R言語は各地に多くのコミュニティ

を持ち、自身の能力を向上させるのに相応しい環境がそろっている。

また R言語は、グラフィックスを得意としているので、データの見える化に大きく貢献する。グラフのプロットの際にも、細か

な指定を行う事ができ、各人の要望に応える事ができる。

5 最後に

R言語という素晴らしい言語を開発している方々に感謝をするとともに、いつか自分も貢献できる日が来ると嬉しいと思う。

参考文献

[1] 　 Rjpwiki,http://www.okada.jp.org/RWiki/

[2] 　 R言語Wikipedia,http://ja.wikipedia.org/wiki/R%E8%A8%80%E8%AA%9E
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はじめてのぱそこん-
破壊

分解してみよう-
suima8

存在しない部員です@mma.club.uec.ac.jp

概要
僕は大学に入るまで計算機を触る機会はほとんどなく、大学に入り初めて手に入れた計算機も夏休みまでネットにつながりませんでし

た。何が言いたいかと言うと、僕はぱそこん初心者なのでここから先は信用性に欠ける内容を書くってことです。あしからず

本当は XSSとか SQLインジェクションみたいなセキュアな事を書こうと思ったんですけどムリでした。

とりあへず PCの基板の電解コンデンサの外し方

PCの基盤は多層基板なので電源部分の箇所である電解コンデンサ等の作業ははんだ吸いとり機でも容易ではありません。

個人的な手順をここに書きますので

「このマザボ壊れてるし・・・
破壊

直してみるかにゃ」

というときに参考にしてください。

責任はとれませんので、自己責任でお願いします。後悔なんて、あるわけない。

手順

(1) 部品の足にはんだを盛って溶かしながら外す

(2) 外した箇所のスルーホールのはんだは高性能な吸い取り機で除去する

(3) 新しい部品を取り付ける

あれ？余裕ですね!やってみませんか!?

作業の注意

はんだを盛ったあと、2本の足を 2本同時に温めておくと良いです。

はんだは鉛フリーは使わず、溶けやすい強晶はんだを使用すると良いです。

表面実装パーツ外し用の超低融点はんだなどの使用も良いと思います。

溶かす時のはんだはこれでもかと言うくらいたくさん盛ってください。

そうすれば、はんだ溶融後暫くしたら勝手に抜け落ちるはずです。

抜けない場合は、過度に力を加えないように気を付けながら溶かしながら引っ張るか、半田ごてで軽く押す等してみて下さい。

その際不用意にはんだごてをグルグリしたり部品をグリグリしない。うにうに。

あくまでもはんだを通じてスルーホール内のはんだを溶かして部品を抜き取る事が重要です。

作業が困難な場合は無理せず二人以上で作業する事。

普通は PCを買い替えるので重要な技術では無いです。

使用するコンデンサは耐温度性の高い物 (105◦C以上の物)を買って下さい。

しかし・・・こんなことして何かの役に立つのか？

直せたら経費節約になりますよね。

MMAはソフトウェアのサークルなので要らない技術だとは思いますが、みんなが電子工作とかに興味をもってくれたら

それはとっても嬉しいなって！

一般人は ATX電源チェッカーで調べた結果、電源には問題無いのに通電しないと

「こんなの絶対おかしいよ」

とか思うわけです。

MMAには はんだごても、コンデンサも、あるんだよ (強晶はんだは無い気がする)
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rise移行記録
renda

renda@mma.club.uec.ac.jp

概要
昨年 10月、nest 移行の後始末も終わり、最後の FreeBSD6.x となる rise をそろそろ移行しようと準備していた頃に起こった事件の

記録です。

1 riseとは

riseは DNSを筆頭に、MMA内部の端末が学内ネットワークに出るためのゲートウェイや、IPv6を利用するための IPIPト

ンネルのエンドポイント、無線 LANの DHCP、ネットワークブートのための tftp、kagisysのデーモン*1などが動いているサー

バーです。MMA内部向けとしては旧 nest*2が 2010/8/27引退後、最後の FreeBSD6.xであり、サポート打ち切りも目前となっ

た事から FreeBSD8.1での作り直しが決定されました。*3しかし、作り直しの間はずっと rise居ませんでは困るので、現 riseを

動かしながら並行して新 riseを作る事にしました。以下では旧 riseを rise(特に区別の必要がある場合は orise)、新 riseを nrise

と呼びます。

2 ハードウェア

さて、ハードウェアですが、旧 nestの解体によって発生した残骸部品を再利用するという話もありましたが、部室には Socket

AM2のマザーが置いてあります。家には余った Socket AM3の AthlonIIが余っている・・・となれば合わせて高性能なのが作れ

てしまうではないかということで、いろいろな手続の後、部会で AthlonIIによる nrise構築が可決されました。さらに nriseに

はもう一つ裏の計画があり、その役割の遂行には旧 nestの CPUとメモリでは不十分でした。次に HDDです。riseとしての役

割だけならば HDDは 30GBもあれば充分でしたが、システムディスク以外に計画のためにデータドライブ (以下 dataHDD)と

して 2TBを購入しました。実際に購入したのは話としてはもう少し後ですが。システムディスク (以下 bootHDD)には旧 nest

から出てきた超安定ディスク*4を採用しました。最後にケースですが、旧 nestの箱を洗って*5再利用しました。

3 ソフトウェア

OS はもちろん FreeBSD8.1 です。時代は 64bit なので amd64 版を選択。これで core/nestとの違いを減らし、パッケージ

管理の手間を解消します。ファイルシステムは ZFS です。計画のために必要だったこともありますが、なんせ管理が楽。イン

ストール時に大きさの見積もりを間違って残念な気持ちになる必要はもはやなくなりました。さて、困ったことにこの子は光学

ドライブを持ちません。しかし都合のいいことに、すぐそこのスイッチングハブには LAN でつなぐと FreeBSD8.1(i386)が上

がってくる魔法がかかっています。これを利用しない手はありません。無事に FreeBSDが上がってきたところで、nfsを利用し

て core*6から FreeBSDのインストールディスクのイメージを nriseの bootHDD 上にコピー、これをマウントすることで無事

に FreeBSDのインストールを行うことが・・・出来るはずでした。ファイルの展開を終え、chrootして設定しようとしたところ、

「ファイルのフォーマットが違います」的な何か。ああ、魔法の力で上がってくるのは i386だから amd64のバイナリは動かせな

い・・・ということで最低限の設定をしてリブートします。多分 rc.confやら fstabを最低限いじっておけば大丈夫でしょう。

4 事件 1

HDDの購入前に、ふと部室にある旧 nestの homeをおいていた 500GBのディスクが 2台あることを思い出し、どうせなら

再利用できないかとテストしてみることにしました。結果。見事に SMARTで凄まじい量のエラーを出し撃沈。旧 nestの引退

*1 亡き旧 nest から受け継いだ物で、FreeBSD6.xでしか動かない部分があります
*2 性能的に 1999年の秋号にある初代 nestではなく、2003 年稼働の 2代目と考えられます
*3 後に発覚した事実として、riseおよび旧 nest の FreeBSD6.2はとっくにサポートが切れていましたが・・・
*4 6年ほど動かしてノーエラーという恐ろしいディスクです。
*5 だいたいあってる
*6 ファイルサーバ他の役割
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理由が HDDトラブルなので当然ですが。*7*8一方で旧 nestの起動用ディスクをチェックするとノーエラー。逆に恐ろしい。この

機に全ての HDDをチェックしようということになり、riseに積まれている 2台のディスクを smartctlでチェックすると・・・� �
1台目：

1 Raw_Read_Error_Rate 0x000f 076 051 034 Pre-fail Always - 237216184

2台目：

1 Raw_Read_Error_Rate 0x000f 077 069 034 Pre-fail Always - 6661539

� �
なんかやばいもん見えるー！？

状況が予想以上に深刻であることが判明してしまったのでその後三日間に凄まじい勢いで作業が進むこととなりました。

5 各種サーバー設定

改めて riseがやるべきお仕事をまとめてみます。� DHCP� DNS� ゲートウェイ� kagisys

このうち、上 3つは設定ファイルのコピーと多少の設定変更ですぐに対処できそうです。問題は FreeBSDのメジャーバージョ

ンアップに伴って使えなくなってしまう kagisysです。とりあえず動かなくなっている原因を調べます。「理論上は FreeBSD6.2

から各種ライブラリを持ってきて chroot環境で動く」と言われていた kagisysですが、何故か kagidが Pasoriを認識せず使用

不可能に。*9数日間で kagidをつくり直した*10結果、移行の準備が完了しました。なお、この段階ではまだ riseが動いているの

で DHCPは動かすことができません。また、IPv6のトンネルもこちら側の IPv4アドレスが決められているので実験できませ

ん。一時的に止めて実験できるDHCPはともかく、IPv6のトンネルはぶっつけ本番となります。

また、数々のサーバーを動かしている関係で、riseには大量の IPアドレス*11があります。どのサービスがどの IPに bindさ

れているかわからないので迂闊に割り振りの変更はできないようです。とりあえず作業用に仮の学内ローカルアドレス、MMA

ローカルアドレス、IPv6グローバルアドレスをひとつずつ割り振り、コピーした設定ファイルの listenとか bind*12とか書いて

あるあたりを探して変更して動作実験をします。ここで重要なのは、書き換えた場所、書き換える前の IPを記録しておくことで

す。これを怠るとどのサービスがもともとどのアドレスにbindされていたか分からなくなる、そもそもどこを変更したのか分か

らなくなって仮 IPを削除した瞬間に動かなくなるサービスができたりすることになります。

とりあえず動かなければならないサーバーを立ち上げられるようにします。

5.1 DNSサーバー

bind*13の設定をコピーし、/etc/namedb配下に設置しました。その後、named.confを修正します。listen-onや aclのあたり

を見て、片っぱしからコメントアウトして nriseの仮 IPを設定していきます。設定はこれだけですが、気をつけなければならな

いのはゾーンファイルで、riseからコピーした後は頑張って手動同期する必要があります。これを怠ると消したはずのレコード

が残ったり逆にあるはずのレコードが消えたりすることになります。

*7 RAIDミラーの片方が壊れたならもう一方は行けると思ったのになぁ
*8 さらに追加でこのディスクが S*gate 製で、しかも例のファームだったらしい事が発覚しました。
*9 それでも動かなくはなかった

*10 ついでにバグ修正とかも
*11 数えてみたら学内ローカルが 5個、MMAローカルが 2個,IPv6 グローバルが 2個
*12 named ではなく bind addressの方
*13 こっちは namedの方
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5.2 DHCPサーバー

portsから isc-dhcpdをインストールして、コピーしてきた設定ファイルを/usr/local/etc/dhcpd.confに配置して IP部分を

書き換えて終了。この時、dhcpdを自動起動させないためにわざと rc.confには書かないでおきます。

5.3 ゲートウェイ

ゲートウェイとしての仕事は主に 2つあります。端末が学内に出るための NATの機能、IPv6を使うために情報基盤センター

との間にトンネルを作る機能です。NAT の設定は実験可能なので実際にうごかしてみます。パケットフィルタの設定である

pf.confをコピーして、端末のデフォルトゲートウェイを nriseに向けてやるとあっさり通りました。

6 事件 2、そして移行

そのようにして順調に新 riseは完成し、現行の riseも問題なく動いているように見えました。しかし、年末も迫る 12月 n日

月曜日だったと記憶していますが、いつものように MMAの無線 LANを使っていると、突如として反応が返ってこなくなりま

した。最初は無線 APの不調を疑ったりしましたが、ふとサーバー群につながる画面切替器を riseに切り替えると画面に何も出

てきません。どうしたもんかととりあえず再起動し、nest上にあった tmuxのセッションにアタッチして riseに sshしていた画

面に切り替えてみると、ブロードキャストメッセージで次の一文が表示されていました。

system temperature too high

これはまさかの CPUファン停止か。埃が詰まって熱暴走で落ちたと考えるのが妥当でしょう。メーリングリストに即報告の上、

許可が下りたので移行作業を 3時間たらずで行うことになりました。とりあえず現行の riseの vlanを全て破棄し、直接コンソー

ルから操作します。nriseの rc.confには riseから持ってきた ipアドレスが全て書いてあるので、そのコメントアウトを外すだ

けの作業となります。情報基盤センターとのトンネルの作成時に route6dが上がっていなくて通信ができなかったりするような

事はありましたが、特に問題なく移行は完了したように見えました。

7 裏の計画

元通りの環境を復元してこれで終わるわけではありません。頭の方で書いていた「裏の計画」がまだ残っています。大容量の

ディスクをわざわざ導入し、ZFSで構築したのにはわけがありました。現在MMAのファイルサーバーは coreが担っています。

その coreの上で動いている jailである nestが全ての主幹サーバー業務をしています。端末の起動まで全てここに頼っているの

で止まった場合には復旧すら困難になります。というわけで、riseの上にも nestと同じような環境を用意してしまおうという計

画が出来上がったわけです。ZFSには便利なスナップショット機能があります。これを利用して coreにあるホームディレクトリ

を全て riseにもミラーし、安全性を高めると同時に core停止時に即対応できるようにしました。また、緊急起動用の端末ネット

ワークブートイメージを作っておいて緊急時の起動を可能にします。バックアップのメールサーバーを作る予定もあります。*14今

年度は年度初めから立て続けにほぼ全てのサーバー*15が故障するという事態に見舞われたため、作り直しラッシュとなりまし

た。本当に止めていただいきたい。

8 総括

今回の事態を通して、主に FreeBSDにおけるルータ、その他の作り方を実践を通して練習する事ができました。今後同様な事

態になったときもきっと対処できるでしょう。さらに副次的にサーバーを常時監視することの重要性、故障の前兆が出始めてす

ぐの対処の効果を確認することができました。バックアップ取りましょう。

*14 nest 自体をコピーする話もありましたが故障騒動のどたばたの中に吸い込まれて消えてしまいました。
*15 zigen(HDD),puni(HDD),nest(HDD),rise(M/B,HDD) 全部 HDDクラッシュじゃないか！
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誰も得しない自宅サーバ構築記
mernao

mernao@mma.club.uec.ac.jp

概要
去年の年末に念願の自宅サーバを建てたその記録。タイトルの通り誰も得しなさそうである。

1 はじめに

なぜ自宅サーバを建てようと思ったか。一番大きい理由は昔からなんとなく憧れていたからである。実はネット上の知り合い

に自宅サーバ所有者が多く、しかも年下が多かった。ならばすぐにでも建ててしまえば良かったのだが、当時それほど UNIXの

知識があった訳ではなかったのでなかなか手が出なかったという理由もあるが、自宅の回線だと ISPからプライベート IPアド

レスしか付与されていなかったためにサーバを建てるのが困難だった事が主な理由だった。だが今回思い切って固定グローバ

ル IP*1を取得した。もうひとつの理由は、MMAに入部して UNIXやネットワークに関して色々と勉強してみたくなったのと、

MMAのマシンを管理できるようになりたかったというのがある。

という訳で私は UNIXやネットワークし関しては初心者である。内容については結構いい加減だったりするので注意していた

だきたい。

2 ハードウェア構成

サーバを建てるにはまずハードが必要だ。ということで昨年 2010年の 12月末に秋葉原でパーツを調達してきた。サーバにパ

ワーはそれほど求めないので、CPUはとにかく省電力な Atomを使うことにした。という訳でマザーボードは安価な Intel製

の D510MOを選択。メモリにデスクトップ用DDR2が使える点がポイント。というのも、メモリにはぢゃんく屋*2で入手した

2GBの格安*3DDR2-800メモリを使いたかったからである。しかも D510MOだと 7000円程度でマザーと CPUがセットで買

えてしまうのでとても安い。HDDはこちらもぢゃんく屋で手に入れた IDE接続の物を使おうと思っていたが、D510MOには

IDEのポートが付いていないのでマザーを買ってから急遽中古で S-ATAの HDDを調達した。ケースと電源はまたもやぢゃん

く屋でmura先輩に無償で譲って頂いた物を使用。そんなこんなで総額 1万円程度でサーバマシンは完成した。

3 OSのインストールと基本的な設定

まずは OSをインストール。OSは MMA のマシンで使っている FreeBSD を選択。最近知ったのだが、日本の FreeBSDの

FTPサーバである ftp5.jp.FreeBSD.orgは実は ftp-freebsd.cc.uec.ac.jpの CNAMEである。つまり、電通大のサーバ

だ。残念ながら家からは ftp9の方が早かった。FreeBSDのインストールは、tarを展開して kernelをコンパイルすればインス

トーラーなど不要だという話が部室で聞こえてきたが、とりあえずサーバを作りたかったのでそこは諦めて、FreeBSD ハンド

ブック*4に従い sysinstallからインストールをした。文字コードについては、今時 EUCはなぁと思いUTF-8にした。

次に SSH でログインが出来ないと不便なので sshd を上げるように/etc/rc.conf を設定した。しかし inetd から

Address already in use と怒られてしまった。実は/etc/inetd.conf と/etc/rc.conf の両方で sshd を上げてしまっ

ていたのだ。なので/etc/rc.confの設定を元に戻した。/etc/inetd.confの設定はそういえば sysinstallで SSHの設定を

すでにしていた気がする。

続いて X Windowの設定をした。サーバなので別に Xは要らないのだが、GUIな環境が使えると楽しいので設定してみた。

これも FreeBSD ハンドブックに従い設定を行った。前回*5は上手く設定ができなかったのだが、今回は割とすんなり済んだ。

1つ問題だったのが Xorgが NM10 Expressチップセットのグラフィックに対応していなかったことである。しょうがないので

*1 月 525 円かかる。
*2 毎年調布祭で MMAが出店している店。部員や OBの方々が色々な物を出品している。
*3 2GB×2 枚で 100 円だった。なぜならコンデンサがいくつか取れているからである。だが正常に動いているように見えるのでよしとする。
*4 http://www.freebsd.org/doc/ja JP.eucJP/books/handbook/

*5 同年 8月頃だったかに VirtualBox上に FreeBSDをインストールして hald などに悩まされた記憶がある。
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vesaドライバで誤魔化した*6。部室と同じように XDMを使用するようにして設定完了。

大体設定が完了したので、音が気にならない部屋にサーバを安置して作業を進めた。

最後にWAN側からアクセスできるように自宅のブロードバンドルーターでWAN側のアクセスを全てサーバに転送するよう

に設定して基本的な設定は完了した。

4 Webサーバ化

外部に何かを公開する一番手っ取り早い方法がWebサーバなので、サーバを建てたらとりあえずWebサーバにしたいと思う

のではないだろうか。私はそう思ったのでApache を導入した。FreeBSDは ports からなんでも導入できるので簡単だ。実は

FreeBSDでサーバを建てる前にUbuntuで仮サーバを建てていたので xeph.tkというドメインを既に取得していた。.tkドメ

インはトラケウという島のドメインで、条件付きで無料で取得できる。4文字以上のドメインなら無料なので、非常に短いドメ

インが無料で取得できる*7。とりあえず用意していたコンテンツを/usr/local/www/apache22/data/以下に配置して apache

を起動。

ここで、せっかくなので名前ベースのVirtualHostを使ってみたくなった。これを使えば http://test.xeph.tk/のような感

じで指定したディレクトリ以下を公開することができる。Apacheの VirtualHostの設定をさっさと済ませたものの、仕組みを

ちゃんと理解していなかったのでDNSで test.xeph.tkの CNAMEを登録していなくてそれなりに悩んだ。

5 メールサーバ化

せっかく短いドメインも取れたし、独自ドメインのメールアドレスを持ってみたくなった。幸い自宅の ISPは 25番ポートブ

ロックはされていないようである。

特に理由はないが、最初は qmail を入れた。そこそこ苦労して設定をしてやっと送受信できるようになったのだが、不正リ

レー中継の設定を上手く設定できなかったようで、/var/log/maillogに大量の恐ろしいメッセージ*8が出力されているのを見

て真っ青になった。急いで qmailを停止して何度か設定を見直したがどうにもならず、しばらくメールサービスは停止していた。

そんなこんなで悩んでいると renda君から「nestのメールサーバは postfixだからそれに合わせてみれば？」と言われたの

で qmailは諦めて postfixにした。今回は SMTP AUTHを使って認証をし、外部への送信の際は認証を通さないと不可能に

した。とりあえず LAN内でしか使う予定はないので平文認証で妥協した。どうやら今回は上手く不正リレー中継を防ぐことが

出来たようである。チェックサイト*9でもとりあえずOKが出た。

無事に稼動しているように見えていたが、数日後に外部にメールが送信できないことに気がついた。Relay Access Denied

とあるので不正リレー中継だと思われているらしい。とりあえず telnet で SMTP とお話してみた。すると本来あるはず

の”250-AUTH PLAIN NTLM LOGIN GSSAPI DIGEST-MD5 CRAM-MD5”という文字が見当たらない。どうやら SMTP AUTH が

上手く機能していない様である。何故今まで気が付かなかったのだろうかと思いつつ portsから postfixを入れ直した。この際

バージョンアップも行った。すると SMTPとお話すら出来なくなった。もうお手上げだと数時間現実逃避*10をして、ふと LOG

を読んでいないことに気が付き、/var/log/maillogを読んだ。するとこうあった。� �
Mar 5 01:22:41 xeph postfix/smtpd[46314]: fatal: open database /etc/aliases.db: Invalid argument

� �
どうやら aliases関連で何かがおかしいらしい。とりあえず newaliasesをするしか思いつかなかったので実行してみると、正

常に postfixが上がり、SMTP AUTHも動作した。もちろん外部にメールを送れるようにもなった。とりあえず一件落着であ

る。これでログを読む大切さを実感した。

*6 これのせいで後に TuxKartが正常に動かなくて泣いたのは秘密である。
*7 少々名前解決が遅いのが難点。
*8 知らないアドレスへの送信履歴がずらりと並んでいた。
*9 http://www.rbl.jp/svcheck.php

*10 数日前にジャンクで購入した PlayStation2 でMGS2をプレイ。

28



6 XDMCPの設定

XDMCPを使えば、簡単に X端末を使うことが出来る。折角 GUIな環境も整えたので、Windowsから Xmingでサーバから

ログイン画面を取って来れれば面白そうである。

基本設定

XDMを導入してあるので、後は/usr/local/lib/X11/xdm/Xaccessに以下のように書き加えれば良い。� �
192.168.11.2 #X端末の IPアドレス

192.168.11.3 #X端末の IPアドレス

LISTEN 192.168.11.4 #自分 (サーバ)の IPアドレス
� �
ちなみに X端末の IPアドレスの代わりに*とすると、すべての端末から接続できる*11が、無闇にログイン画面が見えてしまう

のは気持ち悪いので 1 つ 1 つ設定した。ワイルドカードは使えないらしい。後は再起動なりして設定を読み込ませれば完了で

ある。

XDMログイン画面に背景を表示してみる

MMAの計算機のログイン画面にはMMAのロゴが表示されている。そういうオリジナリティのあるログイン画面はなんだか

カッコイイし、殺風景な XDMが一気に楽しくなる*12。そこでログイン画面に背景を付けようと思った。

まず背景を表示するために xvを導入する*13。/usr/ports/graphics/xvから導入する。

次に、/usr/local/lib/X11/xdm/Xsetup_0に次を追加する。� �
xv -root -max -quit /usr/local/lib/X11/xdm/xeph.png

� �
後半のパスは各自が用意した画像のパスを指定する。これでサーバ本体に取り付けた画面に表示されるログイン画面には背景が

表示されるようになるが、XDMCPで画面を取ってくると (少なくとも Xmingでは)うまく表示されない。どうやら Xsetup_0

を読み込んでくれないらしい。以下は X Window Systemについてあまり詳しく知らずに適当に弄っていたらたまたま動いたと

いう話であるので注意して頂きたい。実は/usr/local/lib/X11/xdm/Xserversに以下のように書いただけである。� �
hostname:0 foreign

� �
すると、Xsetup_0を読み込んでくれるようになった。ただ、Xsetup_0のコメントを読んでもらえれば分かると思うが、果して

こういう記述をしてしまって良いのかという疑問が残る。非常に怪しいことに、この記述を無くしても Xsetup_0は読み込まれ

ているようである。X Window Systemについてはまだ勉強が必要そうだ。これで Xmingでも XDMCPでログイン画面に背景

が表示されるようになった。しかし、一度ログインしてログアウトし、ログイン画面に戻ってきたときには背景は表示されず、

さらに Xmingが落ちてしまうことが多々あり、非常に挙動不審である。一応、部室から今まで使っていたX端末のMiNT-AAC

を借りて動作を確認したところ、Xming のような不具合は見られず、背景も表示されており、正常に動作しているように見え

た。また、Ubuntu+KDMを使ってリモートログインをしても正常に動いていた。

7 BIND9の設定

内向け DNSサーバを立てたくなったのでBIND9を導入した。そもそもなぜ内向けDNSサーバが必要になったかというと、

WAN側からのアクセスはすべて自宅サーバ側に転送するようにブロードバンドルーターで設定しているが、WAN側の IPアド

レスに内側からアクセスするとサーバに転送されずにルータにアクセスしようとしてしまう*14*15からである。直接サーバの IP

*11 実は*を使えと解説しているサイトが多かった。
*12 と、私は思う。
*13 最初これを入れ忘れていて、動かないなぁと悩んでいたのは秘密。
*14 ブロードバンドルーターでは割と普通らしい。
*15 初めは何が起こっているのか分からず proxy-east を経由して確認してしまった。
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アドレスを叩けば良いのだが、そうすると apacheの VatualHostが使えないので問題になってくる。そこで最初は hostsに１

つ１つ書いていたのだが、するとドメインを１つ増やすごとに全てのマシンの hostsを書き換えなければならないので非常に不

便である。しかもノート端末の hostsを書き換えてしまうと自宅以外のネットワークから名前解決を行った際に、自宅サーバの

プライベート IPアドレスを引いてしまうという残念な事になってしまう。しかし内向けDNSサーバを立てて適切にDHCPの

設定をすれば、こんな面倒な事をしなくても済む。導入は以下のサイトを参考にした。

http://freebsd.server-manual.com/freebsd8_bind9.html

プライマリ、セカンダリ DNSサーバはなんとなく ISPの物ではなく、Googleのもの*16を指定した。DHCPサーバはブロード

バンドルーターにお任せしているのでルーター側でDNSサーバの通知を 192.168.11.4にした。これで家中のコンピュータが自

宅サーバで名前解決をしなければならなくなった。無事に名前解決が出来るようになったので、面倒な hostsの書き換えとおさ

らばできる。

だが実は一番やりたかったことは myonというマシン (myon.xeph.tk)の IPアドレスを、myonという名前で引くことだった。

これを実現するには、1つは/etc/hostsに書いてしまうという方法があるが、これでは折角 DNSサーバを立てた意味がなくな

る。もう一つに、/etc/resolv.confに search xeph.tkと記述するという手もあるが、結局手動設定には違いない。だが、ど

うやら DHCP によって/etc/resolv.confは勝手に書き換えられるらしい。もしかすると DHCP サーバも立てれば何とかな

るのかもしれないが、今回はやめにしておく。

ところで設定をしている際にこんなメッセージが流れてきた。� �
/etc/namedb/named.conf:19: both "recursion no;" and "allow-recursion" active for view external

� �
とりあえず allow-recursionをコメントアウトして無効にしておいたが、renda君に突っ込まれて調べてみると、どうやらこ

れは「DNS サーバの利用者を制限するとしないが両方有効になってるけどどういうことなの*17」というメッセージだ。外部に

は公開していないので recursion noを有効にしておけば良いようだ。

8 その他

samba導入

sambaとは、要はWindowsファイル共有を Unix上で使えるもので、Windows同士のファイル共有のように Unixのファイ

ルをWindowsからネットワークフォルダとして参照できる。Windowsからネットワークドライブとして扱い、NASにできる

と便利だろうと思い導入した*18。gnome2を導入したときに samba4alpha版が既に入っていたが、どうやら設定が面倒なよな

ので依存関係で怒られたが samba3を入れ直した。後は設定ツール SWATで設定ができる*19。

munin導入

muninとは、サーバの稼働状況をWeb上でグラフィカルに確認できるツールである。/usr/ports/sysutil/のmunin-node、

munin-master、munin-common をとりあえず全てインストールした。そして/usr/local/etc/munin/munin.conf の

htmldir の部分を設置したい公開ディレクトリに書き換える。今回は/usr/local/www/apache22/data/munin にし

た。その後 chown -R munin:munin /usr/local/www/apache22/data/munin をして所有者を変え、/etc/rc.conf に

munin_node_enable="YES"を追加する。すると、� �
[FATAL] There is nothing to do here, since there are no nodes with any plugins. Please refer to

http://munin-monitoring.org/wiki/FAQ_no_graphs at /usr/local/share/munin/munin-html line 38

� �
と怒られた。プラグインがなんとからしいので munin-node-configure --shell | sh -x をする。その後

/usr/local/etc/rc.d/munin-node restartで muninを再起動。無事動くようになった。

使ってみると、いかに自分のサーバが仕事をしていないかが分かった。Atomでも十分過ぎたようだ。

*16 8.8.8.8; 8.8.4.4　流石 Google、すごい IPアドレスだ。
*17 「わ、私の事好きなのか好きじゃないのか、どどどっちなのよ！」と、脳内変換された。
*18 実際は FPSゲーム”Half-Life 2:Deathmatch”の mapフォルダを複数台の計算機で共有したかったというのが大きい。
*19 実際に設定した時は結局コンソールから設定ファイルを直接いじったような気がする。
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ntpd設定

気が付くとサーバの時計が 1分もズレているという悲惨なことになっていた。なのでNTPで時刻合わせをするために ntpdを

導入した。設定は特にないが、NTPサーバは ntp.nict.jpを利用させて頂いた。せっかくなので家のWindowsマシンのNTP

の設定を自宅サーバに向けるようにし、負荷軽減を図った。メイン機はWindowsマシンなのだが、WindowsTimeサービスは

1週間に 1回しか同期しないのもあって非常に時間がずれやすかった*20。通常は NTPサーバに頻繁にアクセスすると負荷の原

因となってしまうが、自宅サーバに向けたのでレジストリを変更して 30分に 1回の周期でガンガン同期するように設定してお

いた。

WordPress移行

WordPressとは PHPで書かれたブログソフトウエアのことである。私は割と前から使用している。今回Webサーバを立ち

上げたので、前借りていたサーバから自宅サーバに移行することにした。

移行と言っても、危惧していたよりは簡単に済んだ。まず phpMyAdmin で前のサーバからデータベースをエクスポートし

て、適当なエディタで開き http://mernao.cosmio.net/blogを http://merlog.xeph.tkで置換した。これは画像などのリ

ンクが絶対パスで指定されているためにこういうことになってしまう。置換したら自宅サーバの phpMyAdminにインポートす

る。次に前のサーバからWordPressのデータを丸ごとコピーしてくる。あとは wp-config.phpのデータベース関連を適当に書

き換えてやれば、あっさり動いてくれる。ただ今回.htaccessがコピー出来ておらず、prettyパーマリンクが動作してくれなく

て*21随分悩んだ。

9 おわりに

今回の記事は自宅サーバを立ててみた、ただそれだけである。だが自宅サーバのある生活は何かが違う。今までバラバラになっ

ていた物が一つになって行く・・・・・・そんな感じさえする。何だろうこの感じ、毎日が充実している気がする・・・・・・。そうか、これ

がリア充だ、私はリア充になったのだ。その気になればスマートフォン*22でどこでも自宅に SSHで接続できる。京王線の中で

流れてこないパケットと戦いながらコンソール画面に向かう。春休みは友人と充実した毎日を送るはずだったが、サーバを含む

計算機と充実した毎日を送ってしまっている。だがこれもきっとリア充なのだろう。

最近は段々ノート PCに入れた Ubuntuよりも FreeBSDの方が居心地が良くなってきた。ノート PCは段々X端末化してき

た。今もこの文章をサーバ上で書いている。先輩方が設定ファイルの場所を知り尽くしていて、そんなの自分には覚えられるわ

けが無いと思っていたが、何度も戦っていると段々覚えてしまうようだ。やはり実践は大事なようだ。だが未だに sudoを付け

ずに vimで設定ファイルを書き換えて残念な事になったりしている。まだまだ鍛錬が足りないようだ。

ふと/var/log/messagesを読むとまたエラーメッセージが流れている。また設定を変える作業が始まるのか。私の戦いはま

だ始まったばかりのようだ。

　

最後まで目を通していただき有難うございました。

*20 気がつくと 30秒ぐらいズレていることがしばしば。録画マシンにしているので割と致命的だった。
*21 mod rewrite の設定が.htaccess に書いてあるため。
*22 WS004SH 　当時は紛れもなくスマートフォンだった。今となっては頭の悪い子。
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離散確率分布
yamazaki

yamazaki@mma.club.uec.ac.jp

概要
離散とは、確率分布とは何なのでしょうか？　そこには、色々な疑問がありました。数学が苦手で、専門的に勉強したこともないので、

色々と間違っていたりするのかもしれません。けれど、たまにはこういうのも良いよね？　難しい世界からの解脱なのです。えへん。

1 確率とは何でしょう

高校数学で学んだと思いますが、組み合わせ (Combination)や順列 (Permutation)の様に、ある試行の後にある事象が現れ

る割合を確率と言います。1つのサイコロを振って 7が現れる確率は、もちろん 0です。この辺りはまだ記憶に新しいと思いま

すし、次に行きましょう。

2 確率分布とは何でしょう

デジタル大辞泉には次の様にあります。

確率変数のとる値に対し、その値をとる確率の分布状態。

一見すると意味が分かりません。百見してもなんだかよく意味が分かりません。千見する辺りでインターネットに頼りました。

実際は七十二見ぐらいで諦めました。ネット上の難しい言葉の数々を噛み砕くと、こんな感じの文章になるのでしょうか。

”ここからそこまではこんなかんじ、あっちからむこうまではそんなかんじ”。

そう、全ては感覚的なのです。考えないで感じるのが一番良いのでしょう。偉い人も言っていますよ*1？

さすがにこれではダメだと思うので、もう少し分り易く説明出来たら良いのです。なんとかがんばって文にしてみました。

”色んな関数を含んだ数式に値を入れていくと対応した値が出て来るから、それを並べてみました”という事なのでしょうか。

次に行きましょう。若さ*2は勢い、定義なんて気にしちゃったらダメです。気にしないと単位が飛んでいっちゃいますけど。

3 多種多様な確率分布

確率分布を大まかに分けると二種類になります。� 離散確率分布� 連続確率分布
離散と連続の違いを簡単に説明しちゃうと、”値の間に数値が連続していない場合を離散”とでも言えば良いのでしょうか。サイ

コロの場合、1と 2の間に 2.4の様な小数値はありません。けれど窓枠の長さの場合、1mと 2mの間に無限の数値を取る可能性

があります。厳密に言うと分布関数とかその辺りのお話になるので、適当に切り上げちゃいます。分かっていませんし。てへっ。

先ずは離散確率分布には何があるかを簡単に。数学 2Bの範囲でやった中には、二項分布と呼ばれるものもありましたよね。

それもこの離散確率分布の一種です。他には、ポアソン分布、ベルヌーイ分布などいっぱいありますが、あまり理解していない

ので次に行きましょう。

次に連続確率分布。こっちはほんとに何が何だか分からないので、省略します。タイトルも”離散確率分布”ですし、ね？

4 何が出来るのですか

良い質問です。確率分布を取ることで、見えなかったものが見える様になります。幽霊、宇宙人、超能力者、未来人なんかも

視えるのかもです。感覚的、という概念を全て吹き飛ばしてしまう様な学問です。全部論理的に数値を出してしまいますから。

*1 もえさかってるどらごんのひと
*2 ふくいけんなんぶ
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だから、今までの感覚的な説明というのは、若干というか凄くダメっぽかったのかもしれませんね。でも、大丈夫です、

MMA*3は数学的なサークルではありません！

起こりうる事象を数値化し、グラフ化して出すというのは、凄く魅力的です。例えば、スロットで 777の目が出る確率や期待

値も、色んな条件を入力すればグラフィカルに出てしまう訳です。そう、0じゃない可能性も見えてしまうのです。だからこそ、

賭け事に手を出してしまい、身を滅ぼしてしまう人*4も出てしまうのです。みなさんも確率分布を勉強すれば、成功する確率の

期待値よりも、失敗する確率の期待値が大きいことを学ぶ事でしょう。電気通信大学に入れる様な方でしたら、感覚的に分かっ

ているのかもですけれどね。ちなみに期待値は確率に確率変数を掛けたものなので、分布から求めることが出来ます。

5 ポアソン分布

ここで、今回のメインディッシュに移りたいのです。離散確率分布の種類の中に名前が出てきました、ポアソン分布について

のお話です。シメオン・ドニ・ポアソンさんが発表した所与の時間間隔で発生する離散的な事象を数える特定の確率変数N を持

つ離散確率分布なんて言っても分かりませんね、分かりませんね。大事なことなので二回言いました。

ロシア生まれの学者、ヴォルトケヴィッチさんのお話をしましょう。とある陸軍の兵士の死者数をデータとしてまとめていまし

たが、とあるデータに特定のパターンを見つけました。それは、騎兵隊の兵士の死者数でした。死者数と言っても、馬に蹴られ

て死んでしまった人の数ですから、相当少ない訳です。その少ないデータを年単位でまとめると、発生件数がどの年でも似通っ

ていたのです。

ポアソン分布とは、区切られたパラメータ、時間だとか距離みたいなものの中で、偶然に起きる事象の分布なのです。先程の

馬の例は、一年という一定の区間の中で偶然にも馬に蹴られて死んでしまった兵士数の分布だったのです。

偶然に起きる事象を確率分布にしても……と肩を落としてはいけません。思った以上に、活用できる……様な感じがするので

す。例えば、”時間辺りのWebサーバへのアクセス数”だとか、”時間辺りに受け取るメールの数”などもポアソン分布で表せる

のです。流石に F5攻撃を受けるだとか、メールボムを受けると言った稀な事象の稀な出来事まではカバーしきれないのかもし

れませんけど。

また、新入生の殆どの方にはポアソン分布が関係してくると思います。基礎化学実験 Aの中にある”放射線の計測”のレポート

で、ポアソン分布を用いることになるのです。”みんなが油断している間に、小悪魔的思考で教授のハートキャッチ！”みたいな

怪しいことは言いませんが、余裕のある四月の内に実験テキストに目を通しておくのは得策かもしれません。という、ちょっと

したアドバイスを混ぜてみたりします。

6 まとめ

離散確率分布について、以上簡単にまとめすぎて何も残らないぐらい薄まった内容となりました。けれど、それぐらいがちょ

うど良いのです、きっと。いきなり難しい単語の羅列を見てもやる気は起きませんよね？少しずつ分かるところから調べて、先

に進んでいけば良いのです。離散確率分布についても興味が出たのなら、インターネットでより詳しく調べてみたり、図書館で

専門の本を借りてみたりするのも良いかもです。ただ、こういう分野は数学的なことも沢山関係してくるので、意外と行き詰ま

ることもありそうなんですよね……。そういう時は、数学の教員辺りに質問してみましょう。もしかすると、笑顔で答えてくれ

る*5かも？

ただ、数学的なんて言いましたけれど、数式さえ分かってしまえば後はソフトに任せちゃえば良いのです。数値の処理さえ出

来てしまえば、あなたは離散確率分布マスターになることも夢じゃないでしょう。まぁ、夢なのですけれどね。

最後になりましたが、このページをあなたが開く確率すらもポアソン分布で表せます*6。こわいこわい。

7 参考文献� 電気通信大学 基礎科学部会 (物理) 『基礎科学実験 A (物理学実験)』, 2010年, 学術図書出版社� 確率分布 Navi - NtRand : http://www.ntrand.com/jp/distribution-navi/

*3 Mad Mechanical Association
*4 はめつするひとはこんなことしらない？
*5 という、無責任な言葉を書いても良いのだろうか？
*6 ごめんなさい、てきとうです
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最短経路探索
wataj

wataj@mma.club.uec.ac.jp

概要
TDゲームなどで使われる最短経路探索は、幅優先探索法（BFS）を使うのが考え方も実装も簡単である。

1 はじめに

ArmorGames, Kongregateなどの有名 Flashゲームサイトの「戦略ゲーム（Strategy）」の項を見ると、タワーディフェンス

ゲーム（以下 TDとする）が大半を占めている。TDは一言で言えば「プレイヤーに向かって来る敵を、（動かない）砲台で迎え

撃つ」防衛ゲームの一種である。その TDの中でも、多くは敵の経路が固定されていて、プレイヤー側は敵が向かってくる経路

を自由に設定できない（固定配置型とする）。もちろん、このタイプの TDは敵の移動経路上に通過不可能な障害物を置くこと

は、ゲームの都合上許されない（敵がこれを破壊できるなら別である）。

しかし事実上プレイヤーが、壁をつくることによって、敵の移動経路を自由に設定できる TD も存在する（自由配置型とす

る）。Bubble Tanks Tower Defenseや Desktop Defense などである。自由配置型の場合でも敵の経路始点と終点はプレイヤー

が自由に決められないことがほとんどだと思われるが、それでも固定配置型に比べて、敵の移動経路の計算は複雑になる。なぜ

なら固定配置型ではあらかじめ経路は決定されているので事前に設定しておくことが可能だが、自由配置型ではプレイヤーに

よってほぼ無限の経路パターンが存在しうるからだ。つまり事前に経路を計算できない。そこで、プレイヤーが新しい砲台を置

いた瞬間、最短経路探索をし直さなければならない。

今回この記事では主に自由配置型TDでの経路探索について解説・実装をする。

2 前提

考えを進めていくために具体的なルールを以下のとおり設定しておく。� １体または複数の敵が、１つのスタート地点（固定）から１つのゴール地点（固定）へと常に最新の最短経路を通って移
動していく（最短経路が複数ある場合の経路選択については後述）。� 敵は上下左右の４方向にのみ移動でき、斜めには移動できない。� フィールドは縦５マス、横５マスの計２５マスからなる（フィールドの周囲のマスはフィールドに含めないことにする）。� 各マスには「何もおかれていない」状態、「砲台が置かれている」状態の２つの状態がある。� プレイヤーは、「何もおかれていない」状態のマスにのみ、新しく砲台を設置することができるが、この砲台を置くことに
よってゴールへの移動経路が完全に無くなってしまう場合、この設置はキャンセルされる。� 敵は、砲台が設置されているマスの上を通ることはできない。

図 1 ５×５　フィールド� なお今回は、砲台を設置または除去するのに時間や資源（コスト）は不要とする。� また経路の探索のみを焦点にしているので、勝利条件・敗北条件や敵の耐久力、砲台の攻撃計算については考えない。
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3 問題は何か？

上記の前提のもとに、実際に TDゲームを作る上で比較的複雑な問題は主に次の２つ。

(1) 移動経路の確保 （スタート地点からゴール地点へのなんらかの経路が１つでも存在するかどうか）

(2) 最新の最短経路の計算 （複数の経路が在る場合、どの経路が最短か）

ただし (1)と (2)は工夫すれば「全くもって別々の問題」ではなくなる（後述）。

4 経路確保計算・最短経路計算の概要

4.1 最短経路計算の概要

「最新の最短経路の計算」の中に「移動経路の確保」を簡単に組み込むことができるので、まずは「最新の最短経路の計算」の

方法のみを考えることにする。

今回は各マスを（グラフで言うところの）節点とみなし、また敵は斜めに移動しないため、各節点間の移動コストはかからな

い（すべて同じ）とする。

そこで最短経路計算には幅優先探索（Breadth First Search:BFS）というアルゴリズムを使う。

BFSは、探索開始地点を中心として、（ほぼ）円形にその探索範囲（PHASE）を徐々に広げていく方法である。

図 2 探索範囲（PHASE）が徐々に広がっていくことを表す概念図

探索範囲は、ゴールを発見するまで広げ続ける。

そして最も早くゴールを見つけたルートが、最短のルートである（各マスに重み付けがなく、また探索範囲は１マスずつ広げ

ていくため）。

これが (2)の「最新の最短経路の計算」の概念である。

4.2 移動経路の確保

次に (1)の「移動経路の確保」であるが、これは単純で、探索範囲を最大限広げてもゴールに到達しなかった場合、経路は一

つもないと言えるはずだ。

5 実装

今回は HSPというスクリプト言語で簡単な EXEファイルを作った。このソフトには「最短経路探索（BFSによるマッピン

グと移動）」と「移動経路の確保」が実装されている。

5.1 仕様

仕様は以下の通り。� １つのスタート、１つのゴール� フィールドは 1*1から 13*13まで可変
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� スタートからゴールまでの移動は、移動マスが同じなら右→上→下→左の順で優先� フィールド内のマスをクリックで「未探索マス」と「壁」を切り替え
とりあえず「Auto」ボタン押してフィールド内のマスを好きなようにクリックすればわかる。

5.2 最新の最短経路の計算の実装

BFSを実行する前に、あらかじめ各マスにステータス値を持たせておく。なおステータス値のうち探索前に決定されているも

のは次の通り。� 0　未探索マス� 999　通行不可のマス� -1　スタート� 1　ゴール� 他　 PHASE

実際のアルゴリズムは次の通り。

(1) 今現在の「PHASE」のステータス値をもつマスを端から逐次検索する。

(2) 上 (1)で検索した各マスの、その上下左右のマスでステータス値が 0（＝未探索）のマスがあればあるだけ、それ（ら）の

マスのステータス値を「PHASE + 1」に設定する。

(3)「PHASE」を１増やす。

これを、スタート地点に到達するまで繰り返していく（マッピングという）。なお PHASEの初期値は 1で、BFS探索中心は

ゴール地点とする。

5.3 移動経路の確保の実装

実際のアルゴリズムは次の通り。

(1) 変数「no future」を用意。

(2) no futureを１に設定。

(3) 今現在の PHASE 値をもつ各マスの、その上下左右のマスのなかで、もしもひとつでも未探索マスが見つかったならば、

no futureを０に設定。

(4) 5.2のマッピングで PHASE値を１増やすとき、もしも no futureが１のままであったならば、探索打ち切り。

以上の (2)から (4)を繰り返す。

5.4 スクリプトコード（抜粋、簡略化）

次ページのスクリプトは「最短経路の計算」「移動経路の確保」の部分である。ただしアスタリスクで囲んだ日本語部分は、ス

クリプトを読みやすくするために抜粋、簡略化を行ったところである。なお HSPでは「repeat N」と「loop」で囲まれたスク

リプト群は N回だけ繰り返される。� �

*はじめ*

no_future=1

repeat *マスの総数*

　　　 if (*このマスのステータス値* == PHASE){ // 5.2の (1)にあたる。

　　　　　　 if (*左のマスが未探索*){

　　　　　　　　　*左のマスのステータス値*=PHASE+1

　　　　　　　　　 no_future=0
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　　　　　　}

　　　　　　 if (*下のマスが未探索*){

　　　　　　　　　*下のマスのステータス値*=PHASE+1

　　　　　　　　　 no_future=0

　　　　　　}

　　　　　　 if (*上のマスが未探索*){

　　　　　　　　　*上のマスのステータス値*=PHASE+1

　　　　　　　　　 no_future=0

　　　　　　}

　　　　　　 if (*右のマスが未探索*){

　　　　　　　　　*右のマスのステータス値*=PHASE+1

　　　　　　　　　 no_future=0

　　　　　　}

　　　　　　 if (*左のマスがゴール*){

　　　　　　　　　*探索完了*

　　　　　　　　　*ゴールへの最短経路を発見*

　　　　　　}

　　　}

*次のマスを選んでおく*

loop // はじから順に、全てのマスについてこれを計算する。

if (no_future=1){

*探索打ち切り*

*移動経路がひとつもない！*

}else{

PHASE++ // 5.2の (3)にあたる。

*はじめへ戻る*

}� �

5.5 ルートのたどりかた

せっかくゴールへの最短経路を見つけても、スタートからたどれなければ意味がない。

そこでたどりかたであるが、スタート地点のすぐ隣のマスを初期位置として、どんどん PHASE値がすくないマスに（優先順

位に従って）すすんでいけばよい。これをゴールに到達するまで繰り返す。

5.6 マッピングの様子

マッピングが完了したら-1→ 8→ 7→ 6→ 5→ 4→ 3→ 2→ 1という順番で（優先順位に従って）ゴールへ移動する。

6 応用

以下は全て未実装である（TD-BFS ver 1.00）。

6.1 複数のスタート地点・ゴール地点

前述の BubbleTankTDでは、複数のスタート・ゴールをもつフィールドがある。１つまたは複数のスタート・ゴールが存在

するときのパターンは以下の通り。
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図 3 探索初期　 PHASE=2 図 4 探索中期　 PHASE=6 図 5 探索後期　 PHASE=8

(1) １つのスタート、１つのゴール

(2) 複数のスタート、１つのゴール

(3) １つのスタート、複数のゴール

(4) 複数のスタート、複数のゴール

以上のうち (1)は既に述べた。

次に (2)について、基本的に (1)をスタート地点の個数分だけ前述のBFSをすればよいが、フィールド地形は変わっていない

のにマッピングをはじめから繰り返すのは明らかにムダが多い。

そこでマッピング計算を１回で済ますために、「ある１つのスタートに到達したらそこで探索を打ち切ってしまう」のではな

く、「全てのスタートに到達するまでマッピングを続行」すれば、必然的に各スタート地点からゴール地点への最短道筋が決定す

ることになる。もちろんそのとき１つでも経路が存在しなければ、ゲーム上、最新のフィールド操作（砲台設置）はキャンセル

されなければならない。

次に (3)は、一番近くのゴールを探索しなければならない。これは、(1)、(2)と違って BFS探索中心をスタート地点に設定す

ればよい。

最後に (4)であるが、これはスタートとゴールがセットになっているかで方法は異なる。

もしもセットになっている場合（各スタートに対し、そこから全てのゴールに移動できるとは限らない場合）は、そのセット

数分だけ探索マップを計算しなければならない。そしてセットになっていない場合、つまり複数のスタート地点から出てきた敵

が各々最近のゴールへと移動する場合であるが、各スタート地点を探索中心として、直近のゴールを探せばよい。これをスター

ト地点数分だけ繰り返す。つまり (4)は (3)を含む。

6.2 効率化

移動経路の確保について、いままでは BFSの探索中心はゴール１点のみであったが、それではムダが多すぎるときがある（ス

タート地点のすぐ右隣に壁が置かれた場合など）。この問題を解決するために、ゴール地点とスタート地点の両方を BFSの探索

中心にして、同時に探査範囲を広げていく、という方法がある。

このやり方ならば、スタート地点付近に、ゴールへの経路が１つも存在しないように壁がおかれてしまった場合、比較的はや

く検出できる。

7 おわりに

長々と書いてきたが、これから TD ゲームなどで最短経路探索を実装しようとする人にとって少しでも役立てば嬉しい。

TD-BFS.exeは http://wiki.mma.club.uec.ac.jp/watajに添付してあります。

参考文献

[1] ALGORITHM NOTE　 http://algorithms.blog55.fc2.com/blog-entry-127.html
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M$に呪われた bash
hiro1357

eserver_dip_jp@yahoo.co.jp

概要
つ、、、ついに完成してしまった・・・！気づいた時にはM$-DOSを使い、Wind○ wsと共に育っていった僕は、とうとう UNIXへの呪

いの呪文を完成させてしまったのである。

協力: ytokuさん、rendaさん

僕は、気づいた時には父の PC-9801をおもちゃにし、小学生になる頃にWind○ ws95が発売され、それ以降ゲーム機も買わ

ずにWind○ wsをいじり回して成長した。

そんな僕が大学に入ってから、初めて覚えた UNIXのシェルは bashであった。

UNIXや bashには、Wind○ wsのコマンドプロンプトとは比べ物にならないほど、たくさんの機能がついていた。しかし、

今まで愛用してきたコマンドプロンプトとは、使い勝手が違いすぎた。

まずはプロンプトである。� �
bash-3.2$

� �
なんなんだこれは～っ！！

M$-DOSでは「C:\WINDOWS>」のように今の場所 (カレントディレクトリ)を表示してくれるのに！

そして、� �
bash-3.2$dir/w

-bash: dir/w: No such file or directory

� �
なにぃ～！！dirが効かないだと～！！？

これは困った！・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さらに、

ディレクトリの階層は\じゃなくて/で表されるし、/はディレクトリの階層を表しててM$-DOSみたいにスイッチじゃないし、

スイッチは/じゃなくて-でしかも名前がスイッチじゃなくてオプションとか言って・・・・・あ゛～～～～！！！；；；；；；

本当は OSをWind○ wsに取り換えて使いたいところであったが、これから大学で必要なこともあり、あきらめて UNIXコ

マンドを覚えることにした。

今までコマンドプロンプトを扱ってきただけあって、コマンド操作には慣れており、UNIXコマンドを覚えるのにそう時間は

かからなかった。

cdは cdでM$-DOSも UNIXも同じだな。

ほう、dirしたいときは lsと打てばいいのか。

ファイルの中身を見るには typeじゃなくて catなのか。

そうしてコマンドを覚えていくうちに、コマンドの対応表が出来上がっていった。

M$-DOS cd dir type copy move rename del md rd cls …

UNIX cd ls cat cp mv mv rm mkdir rmdir clear 以下略

しばらくして、aliasという、コマンドに別名をつけられるコマンドを知った。

ん？！これがあれば、対応表がなくても、コマンドをM$-DOS互換にすることができるぞ！！� �
alias dir=ls� �
bashには、起動するときに.bashrcというファイルに書かれたコマンドを実行してくれる機能がある。その機能と組み合わ
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せることで、bashでM$-DOSのコマンドを動かすことができた。
� .bashrc �

alias dir=’ls -la’

alias attrib=chmod

alias copy=cp

alias xcopy=’cp -arp’

alias cls=clear

alias type=cat

alias del=rm

alias edlin=ed

alias dirw=ls

alias md=mkdir

alias rd=rmdir

alias tracert=traceroute

alias fc=diff

alias move=mv

alias rename=mv

alias findstr=grep

alias tasklist=ps

alias taskkill=kill

alias runas=sudo

alias ipconfig=/sbin/ifconfig

alias where=which� �� �
bash-3.2$del thefile

bash-3.2$
� �
やったあ！コマンドが動いたぞ！！

しかし、まだ不満点があった。

そう、例のプロンプトである。� �
bash-3.2$

� �
ん？プロンプトって変更できたような・・・？

bashのプロンプトの変更方法を知りたくなり、隣にいた ytokuさんに質問してみた。

bashでプロンプトをM$-DOS風に変えるにはどうすればいいんですか～？

ytokuさんは、PS1というシェル変数にプロンプトの形を指定すればよく、しかも\$()にコマンドを入れるとプロンプトを表

示するごとに実行できるので、そこに pwdを入れるといいかも。ということを教えてくれた。

すぐに、やってみた。� �
bash-3.2$PS1="C:\$(pwd)>"

C:/home/xxxxxx>
� �
おお～！変わった！！・・・しかし、ディレクトリが/で区切られているとそれっぽくないな。。。そうだ、sedという文字の置換コ

マンドを使えば・・・！
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� �
bash-3.2$PS1="C:\$(pwd|sed ’s/\//\\/g’)>"

sed: 1: "s/\/\//g": unterminated substitute in regular expression

C:>
� �
ん～。残念。\の数が足りないみたい。

試行錯誤の末・・・� �
bash-3.2$PS1="C:\$(pwd|sed ’s/\\\//\\\\\\\\/g’)>"

C:\home\xxxxxx>
� �
やった～！！！やったぞ！！

せっかくだから、これも書き足しておこう。

.bashrc� �
alias ver=’echo -e "\nMicrosoft Windows XP [Version 5.1.2600]\n"’

echo "Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600]"

echo "(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp."

echo ""� �
フフフ、、、これで・・・� �
Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600]

(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp.

C:\home\xxxxxx>ver

Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600]

C:\home\xxxxxx>
� �
つ、、、ついに完成してしまった・・・！

そう。bashはとうとう呪われてしまったのである。

ある日、この呪われた bash を使っていたところ、renda さんが、せっかくならコマンドを間違えたときに出る

「command not found」の表示もM$-DOS風にしたいと言った。

たしかにおもしろそうだ。ということで、rendaさんと調べてみると、「command_not_found_handle」という関数を.bashrc

に定義してやればよいということがわかった。しかも、そのときに、$1という変数に間違ったコマンドを入れてくれるらしい。

さっそく、.bashrcに次のように書き足した。� �
command_not_found_handle(){

echo "’$1’ は、内部コマンドまたは外部コマンド、"

echo -e "操作可能なプログラムまたはバッチ ファイルとして認識されていません。\n"

}
� �
すると、
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� �
Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600]

(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp.

C:\home\xxxxxx>abc

’abc’ は、内部コマンドまたは外部コマンド、

操作可能なプログラムまたはバッチ ファイルとして認識されていません。

C:\home\xxxxxx>
� �
・・・もうM$のコマンドプロンプトにしか見えない。。。
せっかくだから、文字エンコードを変更するコマンドも作っておこう。便利だし。というわけで、chcpコマンド (Wind○ ws

のコードページを変更するコマンド)も作ることにした。
� .bashrc �

chcp(){

case x$1 in

x20932)

LANG=ja_JP.eucJP

export LANG

echo -e "現在のコード ページ: $1\n"

;;

x437)

LANG=C

export LANG

echo -e "Active code page: $1\n"

;;

x932)

LANG=ja_JP.SJIS

export LANG

#echo -e "Active code page: $1\n"

echo -e "現在のコード ページ: $1\n"

;;

x65001)

LANG=ja_JP.UTF-8

export LANG

echo -e "Active code page: $1\n"

;;

*)

case x$LANG in

xja_JP.eucJP)

echo -e "無効なコード ページです\n"

;;

*)

echo -e "Parameter format not correct - $1\n"

;;

esac
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;;

esac

}
� �
このコマンドがあると、すぐに文字エンコードを変えられて便利だ。

最終的に、僕の.bashrcはこのようになった
� .bashrc �

alias dir=’ls -la’

alias attrib=chmod

alias copy=cp

alias xcopy=’cp -arp’

alias cls=clear

alias type=cat

alias del=rm

alias edlin=ed

alias dirw=ls

alias md=mkdir

alias rd=rmdir

alias tracert=traceroute

alias fc=diff

alias move=mv

alias rename=mv

alias findstr=grep

alias tasklist=ps

alias taskkill=kill

alias runas=sudo

alias ipconfig=/sbin/ifconfig

alias where=which

alias cmd=bash

alias command=bash

alias notepad=mousepad

alias start=gnome-open

alias mplayer2=totem

alias mspaint=xpaint

alias pbrush=xpaint

alias explorer=nautilus

PS1="C:\$(pwd|sed ’s/\\\//\\\\\\\\/g’)>"

PS2="More?"

alias ver=’echo -e "\nMicrosoft Windows XP [Version 5.1.2600]\n"’

echo "Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600]"

echo "(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp."

echo ""

command_not_found_handle(){
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case x$LANG in

xja_JP.eucJP)

echo "’$1’ は、内部コマンドまたは外部コマンド、"

echo -e "操作可能なプログラムまたはバッチ ファイルとして認識されていません。\n"

;;

*)

echo "’$1’ is not recognized as an internal or external command,"

echo -e "operable program or batch file.\n"

;;

esac

}

chcp(){

case x$1 in

x20932)

LANG=ja_JP.eucJP

export LANG

echo -e "現在のコード ページ: $1\n"

;;

x437)

LANG=C

export LANG

echo -e "Active code page: $1\n"

;;

x932)

LANG=ja_JP.SJIS

export LANG

#echo -e "Active code page: $1\n"

echo -e "現在のコード ページ: $1\n"

;;

x65001)

LANG=ja_JP.UTF-8

export LANG

echo -e "Active code page: $1\n"

;;

*)

case x$LANG in

xja_JP.eucJP)

echo -e "無効なコード ページです\n"

;;

*)

echo -e "Parameter format not correct - $1\n"

;;

esac

;;

esac

}� �
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(PS2はコマンドに改行が含まれる場合などに、続きを入力するためのプロンプトを設定するためのものである。)

そうしているうちに、あれだけ嫌いだった UNIXにも慣れてしまい、DOSコマンドと UNIXコマンドを混同してしまうこと

が増えた。

そこで、このようなものを作った。
� dosuni.bat �

@echo off

doskey alias=doskey $*

doskey ls=dir/w $*

doskey cat=type $*

doskey export=set $*

doskey less=more $*

doskey pwd=cd

doskey clear=cls

doskey diff=fc $*

doskey rm=del $*

doskey cp=copy $*

doskey reboot=shutdown -r -t 3

doskey logout=shutdown -l

doskey mv=move $*

doskey ln=fsutil hardlink create $*

doskey grep=findstr $*

doskey history=doskey /history

doskey uname=ver

doskey sleep=timeout $*

doskey kill=taskkill /PID $*

doskey ps=tasklist

doskey su=runas /env /profile /user:$* cmd

doskey sudo=runas /env /profile /user:$1 $2

doskey traceroute=tracert $*

doskey ifconfig=ipconfig $*

doskey vi=edlin $*

doskey chmod=attrib $*

echo These commands has been extended.

echo alias cat chmod clear cp diff export grep history kill less logout ls mv ps pwd reboot rm

sleep su sudo traceroute uname vi

echo.

cmd

@echo on� �
これで、間違えて UNIXコマンドを打っても動いてくれる (と思う。パイプ不可)

ちなみに、doskeyは UNIXの aliasのような機能を持っている。

いかがだっただろうか。

この呪文は現在進行形で改良されつつある (と思う。)

もし、この呪文に興味を持ったなら、ぜひ呪文を習得し、新たな改良を加えて報告してほしい。

最後に、助言してくれた ytokuさんと rendaさんに感謝。
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ウィンドウマネージャの旅
clear

clear@mma.club.uec.ac.jp

概要

話をしよう。あれは今から 36万……いや、1年前だったか。まあいい。私にとってはつい昨年の出来事だが、
きみたち

新入生にとっては多分、

明日の出来事だ。そこには 72通りのウィンドウマネージャがあるから、どれを使えば良いのか……

1 ウィンドウマネージャとは

ウィンドウマネージャは、GUIにおいてウィンドウ (window)を管理 (manage)するソフトウェアです。例えばウィンドウを

移動したり、サイズを変更できるのはウィンドウマネージャが良きに計らってくれているおかげです。X Window Systemでは、

どのウィンドウマネージャを使うかという所から選ぶことができ、これにより多様な外観、操作感を得ることができます。*1

ウィンドウマネージャの中には他のソフトウェア (例えばファイルマネージャ、テキストエディタ、画像ビューア、設定ツール

群など)と合わさってデスクトップ環境を構成している物もあり、それぞれ固有の見た目と使用感を作り上げています。

2 歴訪の旅

2.1 Metacity(GNOME) - 確か、最初に会ったときは

それまで Unix系 OSに触れたことの無かった*2私は、電通大に入学する少し前からUSBメモリに Ubuntuをインストールし

ていじっていました。初めて触れたのはGNOMEデスクトップ環境になります。MetacityはGNOMEの標準ウィンドウマネー

ジャです。ネットブックで動かしていたのですが、GNOMEはやや荷が重かったようです。全体的に動作が緩慢でした。USBメ

モリにインストールしたこともあってか、あまり使わないまま時が過ぎ去ってしまいました。

2.2 twm - そう、あいつは最初から言うことを聞かなかった

MMAに入部して最初に出会ったのがこの twm*3でした。落ち着きのある緑色のシンプルなデザイン、軽快な動作と特筆すべ

き点があるものの、操作性の面でやや難があるように感じました (特にウィンドウのリサイズ)。しかし後述する dwmに出会う

までは、MMA部室の端末ではこれを使っていました。.xinitrcとか.xsessionの書き方が良く分かっていなかったので乗り

換えられなかったというのもあります。

2.3 Openbox(LXDE) - まあ、良い奴だったよ

次に触れたデスクトップ環境がLXDEです。この頃ネットブックにLinuxをインストールする決心をし、Debian GNU/Linux

5.0(lenny)を使い始めました。GNOME は重たかったので他に何かないかと探していたときに、軽量だという記述を見つけて

使ってみました。LXDEではウィンドウマネージャとしてOpenboxを採用しており、これは確かに軽快に動作し、快適に暮らす

ことができました。また LXDEに含まれるソフトウェア群が総じてシンプルで扱いやすく、ファイルマネージャの PCManFM、

画像ビューアのGPicView、ディスプレイの設定をGUIから行う LXRandRなどは今でも重宝しています。

2.3.1 Openbox単体での使用へ

さて、LXDEを導入したものの、そのすべてを使っていた訳ではありませんでした。そこで、核となる Openboxに必要に応

じて LXDEのソフトウェアを加えて行った方がよりコンパクトに収まるのではないかと考えました。ちょうどこの頃 Debianか

ら Arch Linuxに乗り換えました。環境を再構築するよい機会だったこともあり、色々と新しく試した結果として以下のように

なりました。

*1 本当に多様です。その分一貫性はなくなるので、異なる環境に移ると戸惑ったり途方に暮れたりすることも十分ありえます。「統一されているが故の分か

りやすさ」というものは確かにあるように感じます
*2 Cygwinで少しコマンドに触れたことはありましたが、そのときは本当に「触れただけ」で終わってしまいました
*3 一部の人が「たのしいウィンドウマネージャ」と呼んでいるとかいないとか
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� ウィンドウマネージャ: Openbox� パネル (いわゆるタスクバー): PyPanel� ログアウトスクリプト (LXDE標準のものはうまく動きませんでした): OBLogout� ディスプレイマネージャ: SLiM� 端末エミュレータ: urxvt、mlterm� その他、LXDEのツール

なかなか暮らし心地が良かったので、この組み合わせはしばらく続きました。

2.4 dwm - 私の言う通りにしていればな

さて、大体満足していたOpenbox 環境ですが、一つ深刻な問題がありました。実は Openbox に限った問題ではありません

が、「画面が狭い」のです。私が使っているネットブックは最大画面解像度が 1024x600となっています。横 1024pxはともかく

縦 600pxは色々と不便です。設定ウィンドウが画面からあふれることすらありました。特に大きなウィンドウの中央部が画面を

覆い尽くすような事態になると困ります。タイトルバーが画面外に飛んで行ってしまい操作不能 (ショートカットキーを使えば動

かせますが)になるのです。余計な装飾はいらない、限られた画面を最大限活用することはできないのか……と考えていたときに

出会ったのが、画面に敷き詰めるようにウィンドウを配置する*4タイル型ウィンドウマネージャでした。その特性のためかウィ

ンドウの装飾も最低限のものが多く、まさに求めていたものでした。初めに触ってみたのが awesome*5、次がたぶん xmonad*6、

その他にもいくつか試してみました。しかしまだタイル型に不慣れだったこともあり、今ひとつ馴染めませんでした。そして見

つけたのが dwmです。特徴を簡単に示しておきます。� シンプルで必要最小限の外観、機能: Cで書かれておりソースコードは 2000行ほど� コンパイル時設定: 設定ファイルは Cのヘッダファイル。非常に分かりやすい

色々戸惑っていた私にとって dwmの単純さは願ってもないもので、世界*7を広げてくれました。今ではだいたい快適に暮らして

います。タイル型でないウィンドウマネージャに戻れない気がします。

2.5 この先

そんなこんなで行き着いた dwmですが、何となく手の届かないところがあるのも事実です。とりあえず、dwmの前に試した

他のタイル型ウィンドウマネージャをもう一度使ってみようと思います。また、2000行程度の dwmのソースコードを眺めてい

ると「自分に合わせたものを自分で書けるのではないか」と思えてきます。色々学ぶ所から始める必要がありますが、やってみ

る価値があるかもしれません。

3 まとめ

「一番いいのを頼む」

とにかく色々使ってみて、自分にとって最良のものを自由に選択するとよいかと思います。どんな物があるか知りたい、という

方は参考文献 [1]を、タイル型に興味のある方は [2]を、それぞれおすすめします。またささやかながら、MMAのWikiには私

が書いた dwmの解説もあります。

参考文献

[1] Window Managers for X - http://xwinman.org/

[2] 日本タイル型ウィンドウマネージャ推進委員会Wiki - http://sourceforge.jp/projects/tilingwm/wiki/FrontPage

*4 敷き詰めると不都合が発生するものもあるので、フロート (タイルでない、いわゆる普通の配置) として配置することが出来るようになっていることも
*5 dwmと比較して機能が充実しており、Luaで設定を記述します
*6 Haskell で記述されており、設定も Haskell で記述します
*7 画面ともいう
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MMAスキー合宿 Season2010-2011
shimazaki

shimazaki@mma.club.uec.ac.jp

概要
個人旅行のつもりが最終的にMMAスキー合宿に格上げされた何かの記録。

1 概要

1.1 日時

2011/03/06-2011/03/08(JST)*1

1.2 目的地

タングラムスキーサーカス（長野県上水内郡信濃町）

1.3 宿泊地

バートンホテル（http://www.bartonhotel.co.jp/）

1.4 参加者

約 8名。首謀者：shimazaki

2 事の発端

「そうだ、スキー行こう」

　だいたいこれが事の発端。最初は 3,4人での旅行を予定してたけど、人数増えた方が旅行代金安くなるよねっ！ってことで勧誘

活動を行った結果 8名に。旅行先の選定とかその他諸々の計画は主に私（shimazaki）がやりました。本当にごめんなさい。*2

　今回旅行先となったタングラムスキーサーカス（以下タングラム）ですが、割と人気の高いスキー場です。晴れてるととても

景色が良かったり、雪質もかなり良い所。*3旅行日程の決定にあたっては、雪が解けて残念、春休み入って家族客で溢れて残念*4、

となる事態を回避するため 3月の早い時期、という感じになりました。

　旅行会社の代理店から申し込んだけど、予約ってめんどくさくて大変なのね。書類書いて持ってったり、お金を払いこんだり、

何度となく代理店に通い詰めることになりました。期末試験前なのに*5。

　で、最終的に旅行前に電車の切符やらその他引換券やらを受け取るわけですが、今回の参加人数は 8人だ、ということで、切

符の枚数がとても残念なことになりました。一人当たり（乗車券＋特急券）×往復……。つまり全員分の往復を含めた切符の枚

数は 32枚になるわけです。もうね。何が言いたいかというと幹事役は大変。ただし 32枚の切符を広げて眺めるのはなかなか機

会もなく壮観なものです。

　と、旅行前から走り回って何とか当日までこぎつけました。

*1 日本標準時
*2 本当にごめんなさい
*3 実は個人的にここ 3回目。
*4 特にタングラムは家族客に人気なので、春休みはとても残念になります。
*5 結局単位は全部来たのでご安心を。
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3 初日、MMA鉄研クラスタ発動

表 1 1日目のルーティング

経路 時間 備考

調布　発 7:19 京王線　急行

新宿　着 7:53

新宿　発 8:14 埼京線 大宮行

大宮　着 8:56

大宮　発 9:46 長野新幹線　あさま 511号

長野　着 11:05

長野　発 11:24 信越線　直江津行

妙高高原　着 12:08

今回の旅行ではバス利用はとっても残念なので新幹線を利用しました。個人的にこの 1週間前に夜行バスがいかに残念か体験

してます*6。8人全員が揃うのは大宮駅に*7。浦和駅高架化工事のおかげで大宮方面の鉄道がもれなく残念で新幹線に乗り遅れ

る事態も想定されたけど何とか回避。ただし、高架化工事の影響を気にしすぎたのか、大宮での乗り継ぎに大きな時間が空いて

しまいました。時間に余裕もあるので大半の人がここで昼食に駅弁を購入。ただし選択肢の大半がカツサンドまたはカツ弁当で

残念。*8

　時間も頃合いになったので新幹線ホームへ移動。東海道新幹線のシステムに慣れた身としては大宮駅の在来線の改札を通って

新幹線の改札を通る 2段階には慣れない。ホームに上がってまずしたこと：駅標撮影会。同時に発車標も撮影。そういえば大宮

駅なので東北・上越方面とはまだ分岐してませんでしたね。「やまびこ」の表示があったりしました。

　そして 9：46に定刻通り「あさま」は出発。実はあさまにはスキー客のために、板を置いておくスペースがデッキに用意され

ているんです。私を含め 2 名ほど板その他一式持参ですからこれはありがたい。やはり新幹線は在来線と快適さが違いますね。

この記事を書くにあたって若干調べた限り、長野新幹線 E2系って 260Km/hで運行してたんですね。だいぶ昔の 210Km/h運

行しか頭にありませんでした……*9。

　長野に到着後、そのまま信越線のホームへ。この路線、長野新幹線が延伸されると第 3セクターに移管される程度には過疎っ

てます。運行本数もだいたい 1時間に 1本。車両もドアが手動式だったりいかにもローカルな感じ。首都圏から来ると味があっ

ていいな、とは思うのですが。この信越線で大体 40分かけて妙高高原駅へ。今は無くなってしまった優等列車の停車駅なので無

駄にホームはあります*10。

　ここからはホテルの送迎バスで一気に宿泊地へ。大体 25分でしょうか。スキー場徒歩 0分という立地なので、それなりに山を

登ります。到着時は 13時くらい。ただ、チェックインは 15時という微妙に空いてしまった時間が……。結局板を持参してたガ

チ勢 2人だけが 1日目から滑りに行くことになりました*11。

　そして部屋に入ってからが本番（？）。我らはMMA、ネットワークがなければ構築すればいい。ということで、参加者個人で

保有してるモバイル回線をお借りして、部会でもおなじみの某計算機により NATを構築。テーブルの上が計算機だらけだけど、

合宿となればこれが普通*12。旅行に来ても開発作業やってたりするあたりやっぱりMMAである。

*6 別件で新潟（赤倉温泉）までこれまたスキーへ…
*7 だいたい調布勢と千葉勢の合流ポイント
*8 ご当地の駅弁が無いのも残念。
*9 だいたい書いてる人間が東海道な人間のせい

*10 ただし 1日の乗車人数は 3桁
*11 スキー合宿なのに肝心のスキー部分の記事が少ないのはしょうがない。
*12 計算機室の完成である
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図 1 下車駅、妙高高原駅の駅標

図 2 これが信越本線の車両

4 2日目、どうしてこうなった

3日間の旅行なので 2日目となる今日は一日中滑っていられます。まぁ、元々そのつもりで予定を組んでたわけですが。今回

の旅行には 2日分のリフト券が付属するのですが、リフト券を引き換えに行くためにリフトに乗らなくてはなりません*13。その

時は引き換えに行くリフトはタダで乗れるからいいんですけどね。この日、自分だけは全山共通券なるものを別途で購入しまし

た。このスキー場は隣の斑尾高原スキー場とつながってるんです。やはり 3回目ともなると新たなコースを滑りたい……。

　リフト券が行き渡ったところでだいたい自由行動。自分は隣のスキー場のコースをちょくちょく滑りつつ。ただ、とっても残

念なことにこの日、とっても天気が悪かった……。どうしてこうなった、よりにもよって今日じゃなくても。具体的にはリフト

に乗っていても次の柱が吹雪によって見えません*14。これではウリの一つである景色が見られず残念。そして滑るもの一苦労。

あたり一面が真っ白で方向が時々分からなくなったり、コースが分からなくなったり。一歩間違えれば遭難しそうなレベル。こ

れは恐ろしい。結局全員早めに切り上げて部屋に。

　部屋に戻れば暇というわけでもなく、ネットワークにつながった計算機があるわけで、部の wikiを弄ってたり、開発作業やっ

てる人がいたり。ちなみに、この午後の活動により、夜には緊急部会*15のようなものが開催されました。

5 最終日、第二リフト「僕と契約して上級コースに行ってよ！」

昨日の天気を引きずってなのか朝食時は山の上の方が見えない程度には悪天候。残念。と、思いきや朝食後あたりから晴れて

きた。最終日とはいえ、午後 3時くらいまでは滑れるので十分。前日の悪天候のおかげもあってか、コースは雪がふかふか。滑

るのが気持ちいい。上級の非圧雪コース*16楽しいです。

　ということで、今日もほぼ自由行動で自分にあった難易度のコースに滑りに行きました。中級レベルの約 2名ほどが第二リフ

トに乗るか否かギリギリまで迷って結局乗りませんでした。リフト乗り場「初級・中級の方はご遠慮ください」とのこと。ええ、

このリフトに乗ると上級コース以外降りるコースないんです。僕（第二リフト）と契約して上級者コースを滑ってよ！……

　というわけで、自分はこれと契約してなぜか入口に「超上級」と書かれたコースに足を踏み入れることに……

　最終的に上級と分類されるコースとはこの日 5回ほど契約いたしました。

終了後はもちろん帰るわけで、1日目と同じルーティングになります。ただ信越本線は 1時間に 1本しか来ない残念路線。今回

帰りは長野駅で乗り継ぎ 50分待ちというとても残念なこと*17をしなくてはなりませんでした。

*13 やっぱり東急が開発だと東急系列が優遇されるんですね……
*14 時々前のリフトすら見えなかった。
*15 よくわかる DNS講座
*16 ビレッジライン
*17 指定席で列車も指定されたことも原因の一つ
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図 3 超上級コース (レイクビューライン)から。眺めはいいのだが……

6 今回の合宿まとめ� 電車っていいね� お天気は大事� スキー合宿でもやることはMMA

図 4 宿泊した部屋の様子 (初日)
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基礎科学実験C カレーの比熱
yamazaki

yamazaki@mma.club.uec.ac.jp

概要
カレーは我々の心，拠り所とならん．神に遣わされし天なる下僕なりし其は，我々を解脱の境地に導かん．

厭わしきは色，愛しきは味なるか．この味を経験せし者は，一切の望みを捨てよ，白き衣の．

1 目的

実際にカレーをmakeし，それを加熱操作する事により比熱を求める．また，カレーに関する知識を深める．

2 原理

2.1 カレーの歴史

カレーはインドの伝統的な料理であり，タミル語が語源だと言われている．日本には文明開化の折に入ってきた料理で，現在

では広く食べられている国民食である．現在は日本各地に於いて様々なカレーディストリビューションが開発され，有償で民間

に提供されている．

　カレーの芳醇な芳香はスパイスに依る所が大きい．また，カレー独特の色や味もスパイスもそうである．クミン，オレガノ，タ

イム，セージ等が芳香を，チリペッパー，ジンジャー，マスタード等が辛味を，パプリカ，ターメリック，サフラン等が着色をし

ている．それらは様々な成分を合わせ持つ為，カレー自体が一種の薬とも言える．

　例えば香料や化粧品等にも使われるクミンには C10H12O (4-イソプロピルベンズアルデヒド)が含まれており，抗ウイルス活

性を持つ．タイムには C6H15N2O2 (カルバコール) ，C10H18O (シネオール) ，C12H10 (ビフェニル) ，フラボノール等，様々

な有機化合物が含まれる．

2.2 熱容量と比熱

ある物質の温度∆T だけ上げるのに必要な熱量を ∆Q とすると， ∆Q は ∆T に比例する．

∆Q = L∆T (1)

この比例定数 L を熱容量といい，単位は J / K である．熱容量は物質の量に比例するので，質量 M を用いて，

L = CM (2)

と表すことが出来る．この時の比例定数 C を比熱といい，単位は J/kgK である．普通，単に比熱と言う場合は定圧比熱を，熱

容量と言う場合には定圧熱容量を示す．

2.3 加熱

電気抵抗 R の抵抗線に電流 i が流れるとき，時間 t の間に発生するジュール熱は Ri2t となる．この熱量によって液体と熱量

計の温度が T0 から T まで上昇したとする．液体を含む熱量計の全熱容量を L とすると，熱量計には熱量 L(T − T0) が加えら

れたことになるので，熱量計からの放熱が無視できるとすれば，次式が成り立つ．

L(T − T0) = Ri2t　即ち　 T (t) = T0 +
Ri2

L
t (3)

液体の質量を M ，比熱を C ，攪拌棒も含める熱量計の質量を m ，比熱を c とすると，液体を含む熱量計の全熱容量 L は以下

の式となる．

L = MC + mc (4)
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温度 T を時間 t の関数としてグラフに表し，グラフから接線の傾き ∆T/∆t を読み取れば，次式から比熱 C を求められる．

Δ T

Δ t
=

Ri2

L
=

Ri2

MC + mc
(5)

3 方法及び手順

3.1 カレーの生成

先ずはカレーの元となるファイルをmakeした．一般に流通しているカレーディストリビューションならば，何を用いても構

わない為，ここでは ”ZEPPIN”を用いた．ZEPPIN はプロプライエタリ・ソフトウェア (kPaste*1, Spicy Roux*2 等) や，濃

厚ドミグラスソースな機能が追加されている．

尚，必要環境は以下の通りである．� 100mm以上の深さの Nabe(鍋)*3� 3600s以上使える量のガス� 165mm程度の刃渡りの包丁及び 100x300程度のまな板� ネットワークもしくはインターネットへの接続手段*4� ファン
今回は 8ディッシュのカレーをmakeした．Nabe にバターを大さじ 2入れ，弱火で加熱した．全体が溶けたら Nabe 全体に広

げ，一口大に切った肉を炒めた．emacs教と vi教では食べてはいけないものは聖典によって定められていない為，考慮しなかっ

た．豚肉が安価ではあるが，味の性能を重視するのであれば牛肉を使うのが良い．*5ここでは，予算上の都合から豚肉を用いた．

国公立大学では何事も予算上の都合から節約される．

　火が通ったら，玉ねぎ 1個，じゃがいも 2個，にんじん 1個を炒めた．お好みでセロリを入れると香りに幅が出る．あるので

あればオイスターソースを小さじ 1加える事が望ましい．焦げ付かない程度に炒めたら，水を 900ml加えた．東京の水道水は避

けた方が良いが，予算的に厳しいのであれば用いなければならない．水を加えたら中火で煮込み，1200s程待った．

　じゃがいもに火が通っている事を確認したら，火を一旦止めた．ある程度冷えてから Nabe に ZEPPINを入れた．完全に入

りきらない状態で加熱をした場合，深刻なエラーが出る可能性があるので注意した．弱火で煮込み，若干のとろみがついた事を

確認した．

3.2 加熱実験

カレーの熱を冷まし，まろやかにする為，冷蔵庫に 43200s放置した．尚，ここでは蓋を被せた．次にカレーを実験室へ持ち込

み，起伏の無い平坦な場所に置いた．

　恒温槽が使えることを確認し，内部を一定温度に保つ為に 1/4 ほど水道の蛇口を開いた．マンガニン線を 8cm切り取り，コ

イル状に巻き取った．それを熱量計の蓋にある針金の先端にハンダ付けした．これに電流を通し，コイル状抵抗線 (ヒーターコ

イル) の電気抵抗 R を測定した．スイッチを切った状態で電気回路を作った．ヒーターコイルを恒温槽の水流の出口にある水盤

の水に浸して入れ，電流値を調整した．また，恒温槽の出口付近にて流れの温度 TA を計る準備をした．攪拌棒を熱量計に乗せ，

全体の質量 m を測定した．

　先ずは水の計測から行った．熱量計の容量の 90% の水を熱量計の中に入れ，全体の質量から熱量計の質量を引き，水の質量

Mw を求めた．試料液体の入った熱量計を恒温槽内のスペーサー上に置いた．また，事前に濡れていないことを確認した．連続

的に攪拌しながら，数分間に渡り温度を観測した．攪拌を続けながら電流を流して加熱を始め，0.2℃ 刻みで温度 T を測り，時

間 t を記録した．温度が 35℃ に上昇した時に加熱を止め，恒温槽を取り出した．ページ上の都合から今回は冷却実験を行わな

かった．取り出した恒温槽の質量を再び計測し，水を拭き終えたら，カレーを水と同様に計測を行った．計測した後のカレーは，

スタッフが美味しく頂いた．

*1 コクのあるカレーを構成するのに必要
*2 刺激的な味をあなたに
*3 編注: die Nabe (独) 1. (ネットワーク等の) ハブ (英 hub) 2. 鍋
*4 電通大生はインターネットに 600s 接続出来なければ死に絶える
*5 鶏肉を入れないのは私が嫌いだからである
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4 実験結果

4.1 生成したカレーの味

隠し味に入れたオイスターソース及びセロリにより，味に深みが出た．また，43200s冷却させたことにより，まろやかな味と

なった．必要環境を十分に満たした状態であったので，特に目立つ失敗は無かったが，じゃがいもの切り方が乱雑であった為，切

り口が崩れてしまい，カレーに溶け込む結果となった．

　 40数種のスパイスによって香りと味の両方にプラスの効果をもたらしただけでなく，薬効も向上したのではないか．今回の実

験では，カレーが内包する有機化合物の分析までは行えなかったので，推察となる．

4.2 加熱法での比熱の測定

水，カレーを加熱した際の温度変化と時間の記録を以下にまとめる．

時間 s 温度 ℃ 　　 時間 s 温度 ℃ 　　 時間 s 温度 ℃

0 19.4 321 24.8 606 30.2

13 19.6 335 25.0 620 30.4

24 19.8 344 25.2 628 30.6

43 20.0 355 25.4 645 30.8

51 20.2 364 25.6 658 31.0

63 20.4 377 25.8 678 31.2

77 20.6 384 26.0 693 31.4

87 20.8 401 26.2 705 31.6

98 21.0 408 26.4 722 31.8

113 21.2 417 26.6 739 32.0

123 21.4 429 26.8 750 32.2

138 21.6 440 27.0 766 32.4

150 21.8 454 27.2 782 32.6

161 22.0 468 27.4 797 32.8

168 22.2 478 27.6 812 33.0

185 22.4 490 27.8 831 33.2

196 22.6 498 28.0 843 33.4

208 22.8 511 28.2 860 33.6

221 23.0 522 28.4 873 33.8

231 23.2 531 28.6 887 34.0

244 23.4 541 28.8 908 34.2

253 23.6 551 29.0 917 34.4

266 23.8 558 29.2 930 34.6

276 24.0 568 29.4 945 34.8

287 24.2 577 29.6 958 35.0

301 24.4 588 29.8

311 24.6 592 30.0

表 1 水の加熱に伴う温度変化と時間
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時間 s 温度 ℃ 　　 時間 s 温度 ℃ 　　 時間 s 温度 ℃

0 22.4 560 27.8 1104 33.2

20 22.6 580 28.0 1132 33.4

42 22.8 602 28.2 1148 33.6

58 23.0 620 28.4 1178 33.8

72 23.2 636 28.6 1196 34.0

92 23.4 658 28.8 1212 34.2

112 23.6 680 29.0 1236 34.4

132 23.8 698 29.2 1258 34.6

154 24.0 718 29.4 1284 34.8

176 24.2 738 29.6 1316 35.0

198 24.4 756 29.8 1334 35.2

218 24.6 778 30.0 1356 35.4

246 24.8 790 30.2 1380 35.6

268 25.0 810 30.4 1404 35.8

290 25.2 830 30.6 1426 36.0

310 25.4 856 30.8 1450 36.2

330 25.6 876 30.0 1478 36.4

350 25.8 894 31.2 1494 36.6

370 26.0 910 31.4 1518 36.8

392 26.2 934 31.6 1540 37.0

412 26.4 950 31.8 1562 37.2

432 26.6 976 32.0 1686 37.4

450 26.8 992 32.2 1600 37.6

482 27.0 1016 32.4 1616 37.8

500 27.2 1036 32.6 1640 38.0

520 27.4 1056 32.8

540 27.6 1082 33.0

表 2 カレーの加熱に伴う温度変化と時間

加熱し始めてから 3分間のプロットから傾き ∆T/∆t を導き，次のように計算できる．

∆T

∆t
=

∆Ri2

MC + mc
　⇐⇒　 C =

1

M
(
∆tRi2

∆T
− mc) (6)

不確かさ∆C は次のように表せる．

∆C2 =

(∣

∣

∣

∣

∣
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2
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今回の実験では以下の数値となった．

水の質量 MW = 182.17 g , カレーの質量 MC = 237.72 g ,電気抵抗 R = 7.606 Ω ,

電流 i = 1.35 A , 電圧 V = 11.2 V ,熱量計の容器 (攪拌棒含む) m = 62.59 g ,銅の比熱 c = 0.385 J/gK

ただし，銅の比熱 cの値はテキスト 53ページにある 25℃の値を用いた．
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また，各々の系統不確かさは 8ページと 9ページを参考に，以下のように考えた．

∆MW = ∆MC = 0.03 g , ∆(∆t) = 0.1 s ,∆R = 0.01 Ω ,

∆i = 1.35× 0.005 = 6.75× 10−3 A , ∆(∆T ) = 0.1 ℃ , ∆m = 0.03 g , ∆c = 0.001 J/gK

(1) 水の比熱

C =
1

182

(

(185 − 0)× 7.61× (1.35)2

(22.4 − 19.4)
− 62.6× 0.385

)

= 4.565 ≈ 4.57 (9)

これより，水の比熱は C = 4.57 J/gK である．また，不確かさを求めると 0.16 となる．

よって，水の比熱は 4.57± 0.16 J/gK である．

(2) カレーの比熱

C =
1

238

(

(310 − 0)× 7.61× (1.35)2

(25.4 − 22.4)
− 62.6× 0.385

)

= 5.919 ≈ 5.92 (10)

これより，カレーの比熱は C = 5.92 J/gK である．また，不確かさを求めると 0.21 となる．

よって，カレーの比熱は 5.92± 0.21 J/gK である．

溶液名 実測値 J/gK 文献値 J/gK

水 4.57 ± 0.16 4.1816[20℃]

カレ－ 5.92 ± 0.21 NONE

表 3 実験値と文献値

5 考察及び感想

5.1 考察

(1) カレーにはコクがあったが，重ための味となってしまった．具材を少なくし，鶏肉を入れたのであれば全体的に軽めの味

となったのかもしれない．また，混ぜあわせる際に乱雑にしてしまった為，じゃがいもが崩れてしまった．その為，全体

的にとろみが付き，のちの実験に支障を来したのではないか．

(2) 測定前と測定後では，水の質量は大きく変わったが，カレーは変わらなかった．この事から，攪拌最中に零れてしまった，

或いは気化してしまったと考えられる．カレーは粘性が付いており，表面上に薄い膜が出来ていた．よって，ほぼ変化は

しなかったのではないだろうか．

(3) 水の実験値と文献値に差が大きく生じたのは，実験中に若干量とは言え水の質量が変化したからではないか．また，カ

レーには文献値は無かったが，感覚的に水よりも温まりにくく，冷めにくい様に感じる．これは，カレー中のじゃがいも

のでんぷんや，用いたバター等の油分によるものだと考えられる．また、用いた具材により大きく変化することから、正

確なカレーの比熱の文献値という物は存在しないのではないだろうか。

5.2 感想� カレーという神秘を物理という尺度から考察し，その起源を探ることで vi教と emacs教の戦いを終わらせる事が出来る

のではと思っていたが，結局は文字で完全には表せない三次元で二次元上に干渉する事など無理だったのだろう．� 熱というものはいつ何刻も我々を悩ませる．寒い冬の朝ですら 80℃を超えてしまうことや，暑い夏の午後に地獄を再現す

る等，恐ろしいものである．だが，これは比熱とはあまり関係がない．

6 参考文献� 電気通信大学 基礎科学部会 (物理) 『基礎科学実験 A (物理学実験)』, 2010年, 学術図書出版社
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7 後書

これから電気通信大学の学生となる諸君達は、レポートという凶事に立ち向かう事から全てが始まるだろう。教員、友人、イ

ンターネット、過去レポ、頼りは多々あるだろうが、最終的に必要となるのは自分自身の努力である。努力をし、拙いながらも

提出をしさえすれば、単位は手中に収まるだろう。

簡単ではあるが、一年次の実験についてを少し書きたい。実験は二種類、物理実験と化学実験がある。前者を基礎化学実験A、

後者を基礎化学実験 Bという。一般に、化学実験の方が物理実験よりも楽ではあるが、担当教員によっては手書きしか認められ

ない。物理実験では、主に計算機を用いて文書の作成を行う。勿論、手書きでも構わない。この辺りの説明は、入学後の最初の

授業で説明はあるだろうから、簡略に行なった。

化学実験は、比較的楽である。数値計算に若干の難はあるだろうが、コツさえ掴めば楽に出来る。問題は物理実験である。物

理実験には四天王が存在する。エアトラック、比熱、電気回路、粘性率である。これらに最初に当たってしまった生徒は、一睡も

する事なく一週間を終えてしまうことだろう。若干、大袈裟に書いたが、土日だけで終わらせようとする事は絶対に止めた方が

良い。痛い目を見かねない。これらは総じて計算量が他の題目に比べて多い。少しの計算ミスで結果が大きく変わり、再レポー

トともなりかねない。焦れば焦る程、夜は明け、空とレポート用紙が白くなる。

　今回、私は部誌として比熱を題材にした。これは物理実験でも行うので、嘗て自身が作成したレポートと再び向かい合い、そ

れを若干引用し、完成させた。レポートとしては可レベルであるので、参考にはしない方が良い。

勿論、このサークルは実験や料理をするといったサークルではない*6。だが、奇妙な事に、このサークルでは様々な事象が介

在している。簡単に言えば、何をしても良いし、何をしなくても良い。全ては気分と計算機、ネットワーク環境が決めてしまう。

要するに、その場のノリである。

このサークルに関して、若干の補足をしよう。”花火を打ち上げるサークル”である、と説明を受けたかもしれない。或いは、

受けるかもしれない。それは事実で、夏の合宿の折に花火大会で打ち上げる様な巨大な花火を夜空に咲かせる。だが、それは副

次的な物で、主なのは合宿先でサーバを立てる事にある。とはいえ、次期部長が行うので、気になったのであれば質問をし、じっ

と眺めているも良い。

私自身、計算機に関してもほぼ初心者で、DNS*7や DHCP*8についてすら朧気にしか理解していないが、質問をすれば彼等

は詳しく答えてくれる。新入生は、見当違いな質問は気分を害させると思ってしまうだろうが、質問をすれば何かしら返答は来

る*9。ある意味では、アットホームなサークルであると言える。仄かに漂うブラック臭ではあるが、何事も自由である為、仕事

が多くなるか、少なくなるかはその人次第になってしまうので、ある意味ではブラックなのかもしれない。

MMA*10では毎日の様に新語が生まれ、そして消えて行く。詳しくはWikiの方に書いてあるので、興味があるならそちらを

参照頂きたい。基礎化学実験 Cも其の様な新語の一つ……なのであろうか。ちなみに、Cは Cookingの略……なのであろうか。

　最後になったが、どうして此の様な物を書こうと思ったかを書き記したい。私自身は、他の部員や学部生とは違い、プログラ

ミングに秀でていたり、セキュリティに特化していたり、物理や数学といった学問に精通している訳では無い。寧ろ、最低点数

で入学し、取り分け努力もしない儘に日々を過ごしていた屑であるから、見る目も当てられない程に悲惨な単位数及び学力であ

る。更に、ユーモアのセンスや文学のセンスにも恵まれておらず、ただ残されたのは無残な肉の塊でしか無かった。

部誌を書くにしても、他の部員の様に専門的な事を書けず、中途半端な物しか思い付かなかった。例えば、IIS によるWeb

サーバ構築等である。これはWikiに書いたので、興味があったら見て頂きたい。中途半端に思い付いたのが、このカレーの比

熱であった。楽しくは無いが、新入生にとってはレポートの作成の指針に成るのではないか、という淡い思いがあった。内容と

しては三流よりも劣るが、諸君等はこれよりも良い物を書ける筈である。もし何か挫けた事があれば、是非とも人間的にも最底

辺が居るのだと思って、前を向いて進んで欲しい。また、興味があるのであれば、是非ともこのサークルに遊びに来て頂きたい。

人間的に最低な存在を目の当たりにする事で励みになるかもしれない。また、そんな存在であってもサークルに参加出来ている

という事実があるので、気楽に入部出来るだろう。　　等という供述を繰り返しており...

*6 しようと思えば出来るだろう
*7 どこにも　ないよ　そんなもの　の略
*8 どうしてだろう　へんなきもち　こんなのってないよ　ぺろぺろ　の略
*9 という、無責任な言葉を書いても良いのだろうか？

*10 Manin Mihajlovic Andrei (21) 愛称はアンドリューシャ
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